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坂田　義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

「2023 年度中高入試説明会」を終えて

　過日9月18日 (日 )　大宮ソニックシティで開催

いたしました「2023 年度中高入試説明会」にご参

加いただいた私学の先生方、県立高校の先生方、並

びに学習塾・出版社の皆様方には、心より御礼申し

上げます。

　2020 年 1 月に新型コロナ患者が報告されてから

早 3 年以上が経つにもかかわらず、いまだに終息を

迎えることができません。行事を開催するにも、様々

な制約を伴い、普段通りに実施するのが難しい状況

です。

　そんな中、予想を上回る来場者をお迎えすること

ができ、盛会裏に終えることができました。これも

ひとえに皆様方のご協力の賜物であり、衷心より御

礼申し上げます。

　今年度は、私学 48 校・県立高校トップ 5 校の計

53校にご参加いただき、4会場で順次ご説明いただ

きました。午前 9 時 50 分〜午後 4 時 20 分という

長丁場にもかかわらず、最後まで臨席いただいた学

習塾や出版社の方々には重ねて感謝申し上げます。

　一方、私学の先生方には、説明時間 20 分という

慌ただしさの中で資料を割愛せざるを得なかった部

分が多々おありだったと推察いたします。どうぞご

容赦ください。当日ご説明いただいた学校様の入試

情報は、全て当組合の広報部が責任を持って USB

に編集収録し、当日参加された学習塾の先生方及び

出版社の方々に提供しております。同資料は、入試

基準の掲載に留まらず、パンフレット一式も全てス

キャンされており、学習塾の先生方に面談時の貴重

な資料として活用いただいております。

　末筆ですが、当日説明会の準備運営に携わってく

ださいましたスタッフの先生方、ご苦労様でした。

この紙面をお借りして謝辞を述べさせていただきま

す。
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　埼玉県の北部にある深谷市は、昨年の大河ドラ

マで有名になった渋沢栄一翁の生誕の地のある街

です。その深谷市に位置する本校は、男女共学の

普通科高校です。JR 深谷駅から歩いて 4 分とい

う好立地にあり、約 80％の生徒が大学へ進学し

ています。また、サッカー部をはじめとし、男女

バスケットボール部、男子バレーボール部、女子

卓球部といった全国常連の運動部がある学校でも

あります。文武両道を目指し、1,100 名を超える

生徒たちが、それぞれの夢を実現するために日々

努力を続けている学校です。

　その正智深谷高校には、大切にしていることが

３つあります。一つ目は「仏教精神に根ざした教

育」です。本校では、鎌倉仏教の一派である浄土

宗の開祖、法然上人の教えを建学の精神としてい

ます。法然上人は優しく勇気がある方で、強い人

間として生き、全ての人々が救われる道を説かれ

ました。その法然上人の教えに基づいた「心の教

育」を日々の教育の柱として実践しています。社

会において AI（人工知能）や ICT（情報通信技術）

の進化が進んでも、人間が人間である限り、心が一

番大切なはずです。私自身も僧侶でありますが、

人間誰しも、さまざまなことに迷い苦しむときが

あります。そんな時に拠り所となるのが「心の在

り方」です。毎日の授業や学校生活を通じて、思

いやりや感謝の気持ち、奉仕の心といった利他精

神を大切にすることを伝えることで心の教育を進

めています。

　二つ目は、「社会から求められる力を養う教育」

です。これまでの大学入試で求められてきたのは

「知識・技能」といった、覚えてきたことを再生

する力でした。しかし、昨今は「思考力・判断

力・表現力」といった一人ひとり異なる「考える

力」が求められています。同時に、「主体性・多様性・

協働性」といった人間性までもが問われる時代に

なりつつあります。このような社会の変化に対応

していくためには、従来の知識を詰め込むだけの

学習だけでは限界があります。本校では全員の生

徒が入学当初から iPad を持ち。授業をはじめと

する多くの学校生活の中で活用しています。情報

検索やコミュニケーションツールとしてはもちろ

ん、プレゼンテーションやオンラインミーティン

グなどでも活用し、「社会から求められる力」を

身につけるための様々な取り組みをおこなってい

ます。修学旅行を中心に、その事前・事前指導を

はじめとし、地域連携を目的としたプログラムに

も取り組んでいます。また、SDGs（持続可能な

開発目標）の実現に向けた教育活動にも取り組ん

でいます。

　そして３つ目は「個人に応じた希望進路の実現」

です。多くの生徒が現役で大学へ進学する本校で

すが、短大や専門学校へ進学する生徒もいます。

もちろん、就職を希望する生徒もいます。高校卒

業後の進路は様々ですが、その後の人生に繋がる

極めて重要な選択です。希望進路はその人の価値

観に大きく左右されるもので、誰かに決めてもら

うものではありません。本当に将来自分がやりた

いことは何なのか、学びたいことは何なのか。個

人個人の希望を実現させるために、学年進行に合

わせて様々な進路行事を行っています。個人面談

や進路ガイダンスはもちろん、大学見学ツアーや

企業見学など、一人ひとり異なっている希望の花

を咲かせるために、全教員が全力でサポートして

いきます。最近は女子生徒を中心に、看護医療系

分野への進学希望者が増えてきています。こうし

た需要に応えるために、独自のサポート体制を整

え、希望進路の実現を目指しています。ここに掲

げた「３つの大切にしていること」を常に心に留

め、これからも学校運営に取り組んでいく所存で

す。いつの日か本校でお会いできることを楽しみ

にしています。
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加藤　慎也（正智深谷高等学校長）

正智深谷高等学校が「大切にしていること」
学校紹介
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を咲かせるために、全教員が全力でサポートして
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SSK顧問　社会保険労務士 高橋　裕

・業務内容 ① 雇用・人事に関する相談

② 労働保険・社会保険に関する相談

③ その他、労働関係諸法令、労働保険・社会保険関係諸法令に関する相談

・相談窓口 埼玉県私塾協同組合　本部事務局　坂田義勝

TEL：049-224-7193　FAX：049-224-3342

F-Mail  sakata2451@nitfy.com

「労務関係のご相談は、私にお任せください！」



日野田直彦（中高学園長 兼 千代田国際中学校　校長）

寺下　公章（武蔵野大学附属千代田高等学院　校長）

自らの人生に、オーナーシップを持とう！

冒険に満ちた人生を生きる

　世界はいま、大きな変換点にあります。テクノロ

ジーが大幅に進化し、それに合わせてグローバル化

も急速な勢いで進んでいます。時代の変化に合わせ

て、生活・仕事・学習の仕方を考え直す時が来たと

感じている人も多いかもしれません。“ 誰も答えを

知らない時代への突入”。このような困難な時代に

は「自分がこの世界をなんとかしよう」という強い

気持ちが必要です。この先、積極的に立ち向かう心

を持っている人にとっては、やりがいのある、冒険

に満ちた人生が待ち受けている時代とも言えるで

しょう。

Challenge Change Contribute の精神

　2022 年 4 月にスタートした千代田国際中学校、

様々なチャレンジを続けてきた武蔵野大学附属千代

田高等学院が共に大切にしているのは、何事も「他

人 事 に し な い」精 神。そ の 基 礎 と な る の が

「Challenge Change Contribute」の 3 つの考え方で

す。

　まずは Challenge。失敗を恐れずに挑戦し、フィー

ドバックをたくさんもらうこと。正解のない時代だ

からこそ、あきらめることなく何度も小さな挑戦を

続けることで人は成長していきます。

　次に Change。変化に対して常に柔軟で、前向き

でいること。変化する世の中でも、しっかりした自

分の人生の哲学（Who you are.）を持てる人であっ

て欲しい。それを中心に、柔軟に思考を転換できる

生徒を育てたいと思っています。

　最後に Contribute。小さなことでもいいので、自

分の身の回りの社会に対して貢献できる意識を持

つ。その積み重ねこそが、世界を大きく変えていく

ということを学んで欲しいと思います。

世界を変える「勇者」を育てる

　学祖 島地黙雷は、個性を大切にして互いを認め合

うことで、共に生きるという “ 心の教育 ” を行い、

明治期に国際理解教育にも尽力してきた人でした。 

本校の礎を築いてきた人たちの思いを軸に、世界を

リードし、変えていく「勇者」を育てていきたいと

学校紹介 考えています。

　千代田国際中学校・武蔵野大学附属千代田高等学

院では、グローバルマインドを軸とした未来の学校

をめざし、探究学習の頒布に努めています。ただ、

これは手段の一つでしかありません。最も大切なこ

とは、「手段」として学んだことを、いかに自分の

身近な人の問題解決につなげることができるか。そ

れこそが、宗門校として課せられた使命だと感じて

おります。

「自由を獲得する技術」としてのリベラルアー

ツを推進

　本校は、今後 5 年にわたり更なる飛躍をめざし、

動き出します。

　特に国際バカロレアでも謳われていますが、「自

己認識」「他者理解」「配慮と貢献」という文脈にお

いて、どうしても「利己」的になりがちな現代社会、

メタ認知の側面より高い視座から、「自らが何をす

ることで世界に貢献できるのか？」を少しずつ考え

る機会を作り続けていきます。また、そのためには

「真なるリベラルアーツ」を身につけることが大切

であると思っております。具体的には、リベラルアー

ツ＝教養教育、と日本では間違った認識でいること

が多いのですが、本来は「自由を獲得するための技

術」です。

「批判」ではなく、「お陰様」を大切に

　「常識」という「思い込み」や「レッテル」を乗

り越え、他者を批判することなく相互理解を進め、

お互いにフィードバックをし続ける社会・学校をめ

ざします。宗門校として、グローバル化の時代だか

らこそ「お互い様」「お蔭様」の精神をその基軸に

据え、生徒・保護者・教職員が一体となり、変化の

大きい時代に柔軟に対応していこうと考えておりま

す。
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感じている人も多いかもしれません。“ 誰も答えを

知らない時代への突入”。このような困難な時代に

は「自分がこの世界をなんとかしよう」という強い

気持ちが必要です。この先、積極的に立ち向かう心

を持っている人にとっては、やりがいのある、冒険

に満ちた人生が待ち受けている時代とも言えるで

しょう。

Challenge Change Contribute の精神

　2022 年 4 月にスタートした千代田国際中学校、

様々なチャレンジを続けてきた武蔵野大学附属千代

田高等学院が共に大切にしているのは、何事も「他

人 事 に し な い」精 神。そ の 基 礎 と な る の が

「Challenge Change Contribute」の 3 つの考え方で

す。

　まずは Challenge。失敗を恐れずに挑戦し、フィー

ドバックをたくさんもらうこと。正解のない時代だ

からこそ、あきらめることなく何度も小さな挑戦を

続けることで人は成長していきます。

　次に Change。変化に対して常に柔軟で、前向き

でいること。変化する世の中でも、しっかりした自

分の人生の哲学（Who you are.）を持てる人であっ

て欲しい。それを中心に、柔軟に思考を転換できる

生徒を育てたいと思っています。

　最後に Contribute。小さなことでもいいので、自

分の身の回りの社会に対して貢献できる意識を持

つ。その積み重ねこそが、世界を大きく変えていく

ということを学んで欲しいと思います。

世界を変える「勇者」を育てる

　学祖 島地黙雷は、個性を大切にして互いを認め合

うことで、共に生きるという “ 心の教育 ” を行い、

明治期に国際理解教育にも尽力してきた人でした。 

本校の礎を築いてきた人たちの思いを軸に、世界を

リードし、変えていく「勇者」を育てていきたいと

考えています。

　千代田国際中学校・武蔵野大学附属千代田高等学

院では、グローバルマインドを軸とした未来の学校

をめざし、探究学習の頒布に努めています。ただ、

これは手段の一つでしかありません。最も大切なこ

とは、「手段」として学んだことを、いかに自分の

身近な人の問題解決につなげることができるか。そ

れこそが、宗門校として課せられた使命だと感じて

おります。

「自由を獲得する技術」としてのリベラルアー

ツを推進

　本校は、今後 5 年にわたり更なる飛躍をめざし、

動き出します。

　特に国際バカロレアでも謳われていますが、「自

己認識」「他者理解」「配慮と貢献」という文脈にお

いて、どうしても「利己」的になりがちな現代社会、

メタ認知の側面より高い視座から、「自らが何をす

ることで世界に貢献できるのか？」を少しずつ考え

る機会を作り続けていきます。また、そのためには

「真なるリベラルアーツ」を身につけることが大切

であると思っております。具体的には、リベラルアー

ツ＝教養教育、と日本では間違った認識でいること

が多いのですが、本来は「自由を獲得するための技

術」です。

「批判」ではなく、「お陰様」を大切に

　「常識」という「思い込み」や「レッテル」を乗

り越え、他者を批判することなく相互理解を進め、

お互いにフィードバックをし続ける社会・学校をめ

ざします。宗門校として、グローバル化の時代だか

らこそ「お互い様」「お蔭様」の精神をその基軸に

据え、生徒・保護者・教職員が一体となり、変化の

大きい時代に柔軟に対応していこうと考えておりま

す。
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「塾ジャーナル」
教務・運営・集客にかかわる情報はこの一冊に

定期購読の
ご　案　内

プレゼント
コーナーも
　あります

塾ジャーナルは、学校と塾を結ぶ唯一の情報誌として、塾長や生徒募集にかかわる

先生方に購読していただいています。興味深い記事や生徒募集のアイデアが満載

の塾ジャーナルへの定期購読をぜひ、お申し込みください。

年間（6冊）購読料9,000円〔送料込〕

…お申し込みは…

（株）ルックデータ出版「塾ジャーナル編集部」
〒540-0012  大阪市中央区谷町1-3-23  大手前愛晃ビル304
TEL：06-4790-8630　FAX：06-4790-8640
E-mail:lookdata@manavinet.com
詳しい情報はhttp://www.manavinet.comをご覧ください。
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わが社の

イチオシメニュー

Educational Network

育伸社の埼玉県予想模試をご紹介いたします。

弊社の埼玉県予想模試は第 1回から第 6回までご用意しております。

各回 5科目 ( 英数は学力検査、学校選択を用意 ) しております。

本年度は第 1回から第 3回を近年の入試に合わせて大幅改訂致します。

( 第 4回〜第 6回は次年度改訂予定です。)

埼玉県予想模試でご評価頂いているのは「合格の目安 ( 予想位置 )」です。

第1回から第3回は本年度改訂のため「合格の目安 (予想位置 )」の出力はできません。

理由は、「合格の目安 (予想位置 )」は前年度の追跡調査をもとに算出しているからです。

第 4回から第 6回は本年度改訂しないため「合格の目安 ( 予想位置 )」をWEBから

出力可能です。また「合格の目安 ( 予想位置 )」だけではなく、追跡調査にご協力頂

いた塾様は「開示データ」をご提供致します。「合格の目安 ( 予想位置 )」、「開示デー

タ」は保護者・生徒様の面談時にご活用頂いております。

11/4( 金 ) から販売開始なので、是非弊社までご連絡ください。

中学生・高校生（高１）の学習サイクルに完全対応！

タブレットなどの端末で学習できるシステム教材です。日々の学習はもちろん、

定期テスト対策など、目的に応じたカリキュラムを自動作成。生徒一人ひとり

のカリキュラムで、学習を計画的に進めることが可能です。

制度の高い手書き文字認識、自動採点による答え合わせ、解説動画の視聴など、

さまざまな機能で学習をサポート。生徒がスムーズに学習できるよう、操作性

の高いシステムにしました。

オプティマスタディ

スタートテスト 　　　基礎学習 　　定期テスト対策 学期末総復習

苦手対策プログラム 入試基礎対策　 スキマ学習 

中学生・高校生（高１）の学習サイクルに合わせたメニュー

オプティマスタディの紹介動画や体験版をご利用いただけます。

https://www.edu-files.com/cts/os/

news
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Math and Science Kaleidoscope　vol.7

仮説検定の方法
浅沼　渉（専門学校東京ビジネス外語カレッジ・学習塾ファインズ講師）
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医歯薬獣医系学部



万葉集・つばらつばら（23）

布浦　万代（ひびき塾長・茨城県学習塾協同組合副理事長）

万葉集の桑・繭・蚕の歌

　万葉集の歌の中には、桑・繭・蚕の歌が多く詠

まれている。詠歌時代には租・庸・調という税制

度があった。調は地方の特産物を納めた税の１つ

である。その中に絹で納入する調絹があり、当時、

絹は天皇などの高貴な身分の人々が用いる最高級

品であった。また、東国の豪族の忠誠の証を示す

貢納品としても評価され、「東国の調」と呼ばれ

て古くから宮中行事や祭祀に用いられてきた。そ

の絹織物を織るのは庶民であったが、着ることは

出来なかった。そうした庶民が詠った歌の中には、

蚕を慈しみながら育て、絹を織りながら桑や繭、

そして蚕に心を寄せた恋の歌が残されている。

　蚕は夏や秋にも飼われていたが、その中でも

72 候という５月頃、新芽の柔らかい桑の葉を盛

んに食べた蚕の絹織物は最高品とされていた。

養蚕は約 4000 年前に中国の黄河流域で始まった

とされ、漢代からシルクロードを通り絹織物を西

域に輸出していた。中国の養蚕技術は門外不出で

あり国家機密として厳しく管理されていたとい

う。

　古代ローマ時代は金と同じ目方で絹が取引され

ていたほどの極めて貴重品だった。日本では弥生

時代に野生種であった蚕を屋内で飼育して独自の

絹を作っていたことが伝えられている。「魏志倭

人伝」には、卑弥呼が魏帝斉王に使いを送り、絹

織物などを贈ったとの記述もある。21 代の雄略

天皇が后に養蚕を勧め、諸国に桑を植えさせて以

来、養蚕は女性の最も大事な仕事の１つとなって

いたことも分かっている。現在でも皇室では皇后

さまが、蚕を飼われ絹織物にし、正倉院に残され

た古布の修復に役立たせている。

　飼育され養蚕技術が飛躍的に向上したのは、

679 年遣唐使として派遣された藤原鎌足の長男で

ある僧の定恵が桑を持ち帰り、琵琶湖東岸の古刹

の桑実寺に植えて養蚕の手法を教えて以来であ

る。この桑実寺は安土駅から歩いて約 20 分の所

に現在もある。

万葉集における桑・繭・蚕に関する歌は恋の歌と

して詠まれているものが多い。

①筑波嶺の　新桑繭の　衣は　あれど　君が御衣

　しあやに着欲しも　　　　　　　　　 （3350）

②たらつねの　母が養ふ蚕の　繭隠り　隠れる妹

　を　見むよしもがも　　　　　　　　 （2500）

③たらちねの　母が飼ふ蚕の　繭隠り　いぶせく

　もあるか　妹に逢はずして　　　　 　（3004）

④なかなかに　人とあらずは　桑子にも　ならま

　しものを　玉の緒ばかり　　　　　 　（3100）

⑤たらちねの　母がそのなる　桑すらに　願へば

　衣に　着るといふものを　　　 　　　（1357）

⑥荒玉之 年者来去而 玉梓之 使之不来者 霞立 長

春日乎 天地丹 思足椅 帶乳根笶 母之養蚕之 眉隠 

氣衝渡 吾戀 心中少 人丹言 物西不有者 松根 松事

遠 天傳 日之闇者 白木綿之 吾衣袖裳 通手沾沼　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（3272）

＜書き下し文＞

あらたまの 年は来去きて 玉梓の 使の来ねば 霞

立つ 長き春日を 天地に 思ひ足らはし たらちね

ちょうけん

じょうえ

にひぐわまよ

まゆごも

まゆごも

くはこ

き　ゆ

きぬ

こ

こ

た

こも

みけし

こう
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の 母が飼ふ蚕の 繭隠り 息づきわたり 吾が恋ふ

る 心のうちを 人に言ふ ものにしあらねば 松が

根の 待つこと遠み 天伝ふ 日の暮れぬれば 白栲

の 吾が衣手も 通りて濡れぬ

　　　　　　　　　　反歌

かくのみし　相思はずあらば　天雲の　外にぞ君

は　あるべくありけ　　　　　　　　　（3273）

＜蚕は天の虫＞

染色家であり絹織物をしているの随筆家の志村ふ

くみさんは、蚕が繭の中で成長した蛹が、どのよ

うにして外へでていくのか、次のように述べている。

蚕は 2 昼夜糸を吐き続けて繭をつくりやがてその

繭の中に閉じこもって蛹になります。蚕がいっし

んに白い糸を吐いて繭をつくり蛹になり，蛾に

なって外界に出てゆく時、どうしてあの繭から飛

び立つかご存知ですか。勿論、繭を喰い破って穴

をあけ、そこから飛び立つとお思いでしょう。と

ころが違うのです。蚕は口から少しずつ、アルカ

リを含んだ液を出して、繭の内側の壁を溶かして

ゆき、小さな穴をあけてそこから飛び出してゆく

のです。その穴に大豆を 1 粒入れて、コロコロこ

ろがしながら、糸の口をみつけ、静かに引きだ

しますと、烟のような一すじの糸は最後まで切れ

ずに続くのです。乱暴に喰い破って穴をあけるの

は蛹にいる寄生虫の仕業なのです。蚕は自分の命

とひきかえにつくった白い城をどうしても喰い破

ることが出来ず、みずからの体液でなめてなめて、

溶かしながら門をひらき出てゆくのです。一すじ

の糸もきれることなく。」感動する文である。

まゆごも

ころもて
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プロフィール

＊萬葉学会会員

＊万葉集「まほろばの会」主宰

＊アメリカ・ホノルルで万葉集を講演

＊国連（スイス・ジュネーブ）で万葉集を講演

＊アメリカ・ボストンで万葉集を講演

＊茨城県民大学万葉集講師の他、各地の講師

＊一般財団法人つくば市国際交流協会理事長

＊公益財団法人茨城県国際交流協会理事

＊つくば市社会教育委員

＊JKK副代表

こ いき

あひ

さなぎ

けむり



　今回は数学Ⅱ三角関数で扱うサインのグラフを
パラパラ漫画風にしてさまざまな事を理解するこ
とを目的とした工作を紹介いたします。この工作
を実施しておくと、後々さまざまな事に気が付い
て理解が深まる教材です。ぜひ生徒自身の手で作
らせて、できた感動と理解をご一緒に。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1．工作をさせる重要性と演出
　三角関数の単元では、最初に弧度法、次に三角
関数の相互関係、次にグラフという順番です。タ
イミングとしてはグラフの学習に入る前にパラパ
ラサイン作りを 1 時間設けています。
　事前にノリとはさみ、マーカーを持参させて教
室に入ります。まずはパラパラサインの紹介から。
今日はこんなものを作りますと見せてから、パラ
パラやって見せると「おー！」の声。何度かやっ
て見せてどんな仕組みになっているのかを観察さ
せます。この演出が重要で、生徒に興味を持たせ
るように工夫してください。これを作ると後に学
習する公式が理解でき、第 1 に仕組みが分かる
ことで理解が深まります。中には面倒くさいとい
う生徒が出ます。「作ってみたい！と興味を持た
せることが重要です。

2．ここでの学習について
　すでに単位円で 30°，45°，60°に関連する角度
について学習済みです。例えばサイン 45°、コサ
イン 120°の値などが、求められるレベルです。
　パラパラサインは 1 枚のカードに必要事項を
記入して台紙に貼り付けていくとグラフが出てき
ます。15 度間隔で 2 周期分の作成になるので、
カード 49 枚が必要になります。 ( 図 1)。
　0 度から始まり 720 度まで 15 度間隔でカード
を作ります。最後は 720 度で終わるはずですが、
中は 725°になったりする生徒が出てきますの
で、見ていて楽しいです。
　

　

　サインの値は高校数学Ⅱ教科書巻末の表の「三
角関数の値」を利用させます。作成マニュアルの
プリントを作っておき、そこに図 1のほか、三角関
数の値 (90°まで) を載せておくとよいと思います。
　生徒はこの値とメモリが一致していることに気
が付き、そこに色を塗っていくことになります。
さらに絶対値が同じ値 ( と表現したらいいのか、
プラスとマイナスのことです ) が何度も出てきま
す。0.2588 などの数値を覚えてしまうようです。
　スティックのりは乾くとはがれやすいので、液
体のりのほうがおすすめです。ハサミとともに生
徒各自に持参させましょう。以前のりしろをカッ
トしてしまって作り直しになった生徒がいまし
た。早くパラパラやってみたい気持ちはわかるの
ですが、注意してあげるとよいと思います。
　完成したパラパラサインは何度も回転の様子を
観察することが大切になります。出来上がった生
徒たちはとても満足そうでした。Ｂ４版たて半分
の厚紙を配って貼り付けるとしっかりします。

3．パラパラサインからわかること
　ザッと気が付いたことを並べてみます。
・単位円とグラフの関係を同時に見ることができる。
・同じ値が何度も出てくることから、
 
 
のように
　　　　 
の公式などが理解できる。
・グラフの概形を知ることで、最大値・最小値が
　分かる。
・周期 360°の周期関数であること。など

4．パラパラコサインの作成
　今年度の高校 2 年生にはパラパラコサインも
作成させてみました。パラパラサインと作り方・
仕組みは同じですので、要領よく作ることができ
ました。一度作った経験が生かされるのです。
　今回は作成用の図がきれいに描けておりませ
ん。先生方で同じようなものを作成し、試してみ
ていただければと思います。私はこれまで何パ
ターンか作ってみました。授業時間 1 時間で終
わらせるために 1 周期 360 度のパラパラも作り
ました。しかし、それでは物足りません。やはり
2 周期 720 度は必要ではないかと思うのです。
試行錯誤し、何度か作り変えて今に至ります。
　また、パラパラタンジェントもありますが、今
年は省略しました。合成関数もパラパラ工作で作る
ことができます。これについての授業と工作につい
ては次回に紹介させていただきたいと思います。

参考文献

・楽しくわかる数学 100 時間　あゆみ出版 (1990 年 )

  【新装版　たのしくわかる数学 100 時間　日本評論社　

　(2010 年出版 )】

・のびのび数学　三省堂出版 (1991 年 )

 中学2年1次関数・直線で絵をかこう

sin15ｸ× sin165ｸ
sin15ｸ× Psin195ｸ

sinｵ×sin（180Pｵ）

教科書

版
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大水　秀樹（東星学園中学校高等学校 数学科）



17



ＳＤＧｓ教育の前に

由紀　草一（元茨城県公立高校教諭）

「勤務校でＳＤＧｓ教育をやることになったんで

すけど」と知り合いの教師に言われた。「校長が

研究指定校を引き受けてきちゃったから」と、半

分愚痴のように。「ＳＤＧｓって環境保護運動の

ことかと思っていたんですが、いくつかのネット

記事を見たら、違うようですね」。特に不勉強だ

と言うには及ばない。ＳＤＧｓという言葉はよく

知られていても、具体的にイメージが浮かぶ人は

全国的に少ないんじゃないだろうか。

　まずsustainable development goalsを「持続

可能な開発目標」と訳すところからして少し妙だ。

developmentを辞書で引けば、「発達」「発展」

の意味のほうが前に出てくる。これは経済的な発

展の話なのである。

　それが何より証拠に、最初の目標（goal）は

「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせ

る」だ。「あらゆる形態」とは、絶対的貧困と相

対的貧困の両方を含む、ということ。絶対的貧困

は世界銀行の定義では、１日1.9ドル未満（現在

の交換レートで260円ほど）で生活する人と定義

されていて、2017年で全人口の9.2％、約７億人

ほど。それ以後コロナのおかげでさらに１億５千

万人ほど増加したようだ。

　その85％が南アジアとサブ・サハラアフリカ地

域（スーダン＋サハラ沙漠以南）の住民で占めら

れている。日本もこれらの地域にはＯＤＡでかな

りの援助はしている。しかしそれで「終わらせる」

ことはできない。いや、援助にしても、元にそれ

だけのお金があればこそなのだから、これには経

済発展が不可欠なことは誰にでもわかる。

　相対的貧困のほうは、定義自体が国によって違

い、日本では厚生労働省によると可処分所得が世

帯平均の半分以下を指す。2018年時点で15.8％

約２千万人がこれに当るそうだ。しかしこの定義

だと、所得で下位四分の一以下がそうだというこ

とだから、富裕層が増えただけでもその人数は増

えてしまうし、日本全体が貧困化すれば減る。後

者の場合は絶対的な貧困国への援助も少なくしな

ければならなくなる道理だ。

　この双方を2030年までにこのゼロにする、と

いうことだが、一般庶民は何をしたらいいのか、

見当もつかない。実は国連でも具体的な取り組み

については、既存の機関や各国に任せた形になっ

ている。

　元教師からすると、ＳＤＧｓって、なんだか文

科省から降りてくる教育改革に似ているなあ、と

思えてくる。「そうなったらいいな」と、誰もが

言わずにはいられないような美しい文言が並んで

いるが、いざそのための実行はと言うと、現場に

丸投げ。失敗したときの責任もこっちに負わされ

る。まともにつきあってはいられない、という気

分にどうしてもなってしまう。それはひとまず措

いて。

　sustainableのほうが、経済発展に伴う害を除

去しようということで、害の代表は、断然環境問

題。そしてその中での第一のトピックスは最近で

は地球温暖化問題で決まり。

　これについては、ＳＤＧｓ以前からいろいろな

方面で取り上げられていて、そのための教育実践

もいくつかある。しかしこれを少し突っ込んで調

べると、普通の教員なら教室内で取り上げるのは

ためらわれるような要素がすぐに見つかる。「総

合的学習の時間」はまだあるので、取り上げても

いいが、その前に以下のことは頭に入れておいた

ほうがいい。

　ＳＤＧｓではこれは７番目の目標として挙げら

れている。

「すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能

な近代的エネルギーへのアクセスを確保する」

　近代的エネルギー、とは再生可能エネルギーの

こと。ターゲット７の２には、「2030年までに、

世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネ

ルギーの割合を大幅に拡大させる」とある。資源

エネルギー庁によると、日本の2020年度の全電

力中再エネの電源構成比は19.8％。昨年10月に閣

議決定された第六次エネルギー基本計画では

2030年までにこれを36〜38％、つまり倍増する

ことになっている。

　これより前にＣＯ２など温室効果ガス排出量46

％削減（2013年度比）も打ち出されている。そ

の大前提である地球温暖化ＣＯ２犯人説にもけっ

こう疑問があるが、それはここでは措く。既にか

なり知られている再エネの問題点を書いておく。

　電力は基本的に「蓄める」ことはできない。使

うときに使う分を作るしかない。再エネとは自然

の力を原動力にするということで、それが太陽光

でも風でも水でも、季節により時刻により元の

「力」が大きく違い、電力の安定供給を頼るのは

無理。現在の技術では補助にしか使えない。

　福島の震災による原発事故（2011年）以降、

太陽光発電によって作られた電力を、電力会社が

固定価格で一定期間買い取るＦＩＴ制度のおかげ

で、全国で太陽光パネルを敷き詰めるいわゆるメ

ガソーラー事業が展開された。需要と関係なく、

つまりどれくらい売れるかには関係なく買っても

らえるのだから、これはおいしい商売だ、と見え

る。因みに、そのためのお金は我々一般の消費者

が毎月払う電気料に上乗せされている。

　メガソーラーで原発一基分の電力を生産するた

めには、山手線円内の面積が必要とされる。その

敷地は山の、主に斜面の木を伐採して用意する。

この時点で立派な環境破戒である。それで発電が

うまくいかなかった場合には、パネル群はただ放

置される場合が多い。その廃墟のような無残な姿

は、東電のＨＰでも写真を見ることができる。

　それで肝腎の電力の需要を満たす役には立った

のか？　全然立たなかったわけではない。しかし、

今年の六月、政府が節電を呼びかけたことは、と

ても十分とは言えない何よりの証拠だ。停止して

いた火力発電所を復活させるなどして、なんとか

切り抜けたが、今後もそうだとすると、火力発電

所の老朽化に伴う危険もあるが、何しろＣＯ２削

減目標から遠のく。

　そこで岸田首相は、原発推進に舵をきった。今

のところは、震災後の厳しい審査基準をパスした

七基の再稼働を改めて認めた、というだけだが、

将来は新原発の建設まで含めた大規模な原子力発

電事業の展開につながるのだろう。

　そうせざるを得ない。経済的な発展を続けつつ、

環境にも配慮しようというなら、温室効果ガスは

出さない原発に頼る以上に有効な手段は、今のと

ころないようだから。とはいえもちろん、一度事

故になったらとんでもないことになる、そのリス

クはある。現に前述の七基からして、地元の合意

はまだ得られていない。

　根本的に、経済発展と環境保全を含めた人間社

会の安全は本当に成り立つのだろうか。私は、①

人類がこれまで獲得した科学技術を放棄したこと

はない②科学技術によってもたらされた害悪は科

学技術によって解決することは可能、の二つの理

由から、この方向性を支持する者だ。もちろん異

論はあってよい。しかし、「皆で貧乏になろう」

みたいなのはどんな状態になるのか、ちゃんとし

た考えも覚悟もないような言論は端的にダメだと

思う。

　斉藤幸平『人新世の「資本論」』（2020年）

では、人間が現在の「豊かな生活」を諦めない限

り、地球環境の破滅的な悪化は止められない、Ｓ

ＤＧｓなどは、本当の危機から人々の目を逸らし、

免罪符と安心感を与える麻薬に過ぎない、として

いる。これがベストセラーになったということは、

社会の一定程度の共感を勝ち得たのだろう。豊か

さに対する根源的な罪悪感は、どういうものか、

人類になかなかに根強いものがある。しかし少な

くとも私は、資本主義を超える、社会主義などの

システムが、まだ一度も成功していない現状では、

予言者の煽る危機意識に基づく未来図に賛成する

気にはなれない。

　もう一つ、これもＳＤＧｓ以前からたびたび取

り上げられているジェンダー問題がある。

　目標５「ジェンダー平等を達成し、すべての女

性及び女児のエンパワーメントを行う」

　直接には、主に開発途上国での女性差別、つま

り、女性には教育の機会が奪われてたり、服装や

行動に強い制限がかかったり、早い年齢での強制

結婚、などなどの解消を目指したものだ。先進国

の人権意識からすれば、ひどい状態だと言わざる

を得ないものをなくそうというのだから、文句な

くいいことと言えそうだが、実行上は、宗教が絡

んでいるので少々、ではなくて、かなりやっかい

ではあるだろう。

　一方、日本のような先進国でこれを適応しよう

とすると、しばしばいわゆる牛刀割鶏の様相にな

る。フェミニスト、の中でもツイッターで活動し

ている通称「ツイフェミ」さんたちが、ミスコン

は性的搾取だとかなんとか言っているような、及

び、最近何かと話題になるＬＧＢＴＱなどはこの

際棚上げにするとして。

　このゴールに連動する形で、ジェンダー・フリ

ー教育に取り組んでいる学校の例がＴＶで紹介さ

れていたのをたまたま見たことがある。例えば、

「夫は外で仕事を、妻は家事と育児をする」など

の性による役割分担は差別であり、そのような偏

見（pre＋judice先行する判断）はなくすべきだ、

とか。この偏見というか社会通念がまだ日本社会

にあることは否定しない。

　これはどう思うか、と抽象的に訊かれたら、「良

くないと思う」という人が、男女ともに、中でも

女性の中に、多いだろうと予想される。続けて、

「女性がより活躍できる社会になるほうがよいと

思うか」と言われても、同じこと。現にそういう

統計もある。因みに、私もその多数派の一人だ。

抽象のレベルでは。

　しかし問題は、これによって現に不便・不自由

を感じている人がどれくらいいるかなのだ。対価

としてお金をもらういわゆる労働ではなく、家事

・育児に従事したほうがいいと思っている女性に

とっては、土台問題にならない。現在女性が家庭

外で働くこと自体が白眼視されることはまずない。

いわゆる家庭と仕事の両立に苦しんでいる女性な

らたくさんいると思うが、それは個別具体的な家

庭や職場の問題なのだから、そこで解決が図られ

るべきことであって、一般的な社会問題とすべき

ではないし、しても問題解決の役には立たない。

　社会問題とすべきなのは、しかるべき能力も意

欲もあるのに、性別が理由である立場になれなか

ったり、なっても仕事をする上で障害が出てくる

場合である。これも現代日本でなくはないだろう。

しかし「女性一般が職場で不当に扱われている」

と言うからには、もっと様々な要因に目を配らな

ければならない。

　平成になってから政府が目標として掲げてきた

「２０２０３０」というのがある。2020年まで

に女性の管理職を30％以上にしようとする計画だ

が、みごとに失敗した。2019年度で管理的立場

の女性従業員の割合は14.8％。このため政府は、

18

ＳＤＧｓに合わせたものかは不明だが、目標達成

時期を2030年に延ばした。

　なぜこの計画が進まないのか？　個々の職場に

固有の事情があるだろう。そこを敢えて一般化し

て、「まだまだ男性社会である企業で女性が指導力

を発揮するのは難しいのだ」とよく言われる。そ

れは強ち否定しない。

　しかし一方、女性の中でどれくらいの人が管理

職に就きたがっているのか、も考えた方がいい。

2020年にソニー生命が行ったアンケート調査で

は、「管理職への打診があったら？」の設問に「受

けてみたい」と回答したのは働く女性の２割未満

だった。管理職になりたくない理由トップ２は、

「責任が重くなるから」「ストレスが増えそうだ

から」。ここから言えるのは、誰もが機会があり

さえすれば、社会で華々しく活躍したいと考えて

いるわけではない、ということだ。

　僭越ながら、この気持ちはよくわかる。男性で

ある私もそうで、出世などより自分の時間が持て

るほうがありがたい、とずっと思ってきた。現に

出世しなかったのは、無能力のせいだが、能力が

あるからと言って、必ず出世競争に参加しなけれ

ばならないものか。それは「価値の多様化」に反

するのではないだろうか。少なくとも、このよう

な意識を無視して、数値目標を掲げた「改革」が

うまくいくものか、そもそもいいものなのかどう

か、一度は考える必要があるのではないだろうか。

　以上のような話をかいつまんで知り合いの現職

教師にしたら、「やっぱりあなたにこんなことを訊

くんではなかった。覚えていたんでは、研究授業

がやりにくくなるばっかりだから、忘れます」と

は、口では言わなかったが、顔にはそう書いてあ

った。もっともだと思う。



「勤務校でＳＤＧｓ教育をやることになったんで

すけど」と知り合いの教師に言われた。「校長が

研究指定校を引き受けてきちゃったから」と、半

分愚痴のように。「ＳＤＧｓって環境保護運動の

ことかと思っていたんですが、いくつかのネット

記事を見たら、違うようですね」。特に不勉強だ

と言うには及ばない。ＳＤＧｓという言葉はよく

知られていても、具体的にイメージが浮かぶ人は

全国的に少ないんじゃないだろうか。

　まずsustainable development goalsを「持続

可能な開発目標」と訳すところからして少し妙だ。

developmentを辞書で引けば、「発達」「発展」

の意味のほうが前に出てくる。これは経済的な発

展の話なのである。

　それが何より証拠に、最初の目標（goal）は

「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせ

る」だ。「あらゆる形態」とは、絶対的貧困と相

対的貧困の両方を含む、ということ。絶対的貧困

は世界銀行の定義では、１日1.9ドル未満（現在

の交換レートで260円ほど）で生活する人と定義

されていて、2017年で全人口の9.2％、約７億人

ほど。それ以後コロナのおかげでさらに１億５千

万人ほど増加したようだ。

　その85％が南アジアとサブ・サハラアフリカ地

域（スーダン＋サハラ沙漠以南）の住民で占めら

れている。日本もこれらの地域にはＯＤＡでかな

りの援助はしている。しかしそれで「終わらせる」

ことはできない。いや、援助にしても、元にそれ

だけのお金があればこそなのだから、これには経

済発展が不可欠なことは誰にでもわかる。

　相対的貧困のほうは、定義自体が国によって違

い、日本では厚生労働省によると可処分所得が世

帯平均の半分以下を指す。2018年時点で15.8％

約２千万人がこれに当るそうだ。しかしこの定義

だと、所得で下位四分の一以下がそうだというこ

とだから、富裕層が増えただけでもその人数は増

えてしまうし、日本全体が貧困化すれば減る。後

者の場合は絶対的な貧困国への援助も少なくしな

ければならなくなる道理だ。

　この双方を2030年までにこのゼロにする、と

いうことだが、一般庶民は何をしたらいいのか、

見当もつかない。実は国連でも具体的な取り組み

については、既存の機関や各国に任せた形になっ

ている。

　元教師からすると、ＳＤＧｓって、なんだか文

科省から降りてくる教育改革に似ているなあ、と

思えてくる。「そうなったらいいな」と、誰もが

言わずにはいられないような美しい文言が並んで

いるが、いざそのための実行はと言うと、現場に

丸投げ。失敗したときの責任もこっちに負わされ

る。まともにつきあってはいられない、という気

分にどうしてもなってしまう。それはひとまず措

いて。

　sustainableのほうが、経済発展に伴う害を除

去しようということで、害の代表は、断然環境問

題。そしてその中での第一のトピックスは最近で

は地球温暖化問題で決まり。

　これについては、ＳＤＧｓ以前からいろいろな

方面で取り上げられていて、そのための教育実践

もいくつかある。しかしこれを少し突っ込んで調

べると、普通の教員なら教室内で取り上げるのは

ためらわれるような要素がすぐに見つかる。「総

合的学習の時間」はまだあるので、取り上げても

いいが、その前に以下のことは頭に入れておいた

ほうがいい。

　ＳＤＧｓではこれは７番目の目標として挙げら

れている。

「すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能

な近代的エネルギーへのアクセスを確保する」

　近代的エネルギー、とは再生可能エネルギーの

こと。ターゲット７の２には、「2030年までに、

世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネ

ルギーの割合を大幅に拡大させる」とある。資源

エネルギー庁によると、日本の2020年度の全電

力中再エネの電源構成比は19.8％。昨年10月に閣

議決定された第六次エネルギー基本計画では

2030年までにこれを36〜38％、つまり倍増する

ことになっている。

　これより前にＣＯ２など温室効果ガス排出量46

％削減（2013年度比）も打ち出されている。そ

の大前提である地球温暖化ＣＯ２犯人説にもけっ

こう疑問があるが、それはここでは措く。既にか

なり知られている再エネの問題点を書いておく。

　電力は基本的に「蓄める」ことはできない。使

うときに使う分を作るしかない。再エネとは自然

の力を原動力にするということで、それが太陽光

でも風でも水でも、季節により時刻により元の

「力」が大きく違い、電力の安定供給を頼るのは

無理。現在の技術では補助にしか使えない。

　福島の震災による原発事故（2011年）以降、

太陽光発電によって作られた電力を、電力会社が

固定価格で一定期間買い取るＦＩＴ制度のおかげ

で、全国で太陽光パネルを敷き詰めるいわゆるメ

ガソーラー事業が展開された。需要と関係なく、

つまりどれくらい売れるかには関係なく買っても

らえるのだから、これはおいしい商売だ、と見え

る。因みに、そのためのお金は我々一般の消費者

が毎月払う電気料に上乗せされている。

　メガソーラーで原発一基分の電力を生産するた

めには、山手線円内の面積が必要とされる。その

敷地は山の、主に斜面の木を伐採して用意する。

この時点で立派な環境破戒である。それで発電が

うまくいかなかった場合には、パネル群はただ放

置される場合が多い。その廃墟のような無残な姿

は、東電のＨＰでも写真を見ることができる。

　それで肝腎の電力の需要を満たす役には立った

のか？　全然立たなかったわけではない。しかし、

今年の六月、政府が節電を呼びかけたことは、と

ても十分とは言えない何よりの証拠だ。停止して

いた火力発電所を復活させるなどして、なんとか

切り抜けたが、今後もそうだとすると、火力発電

所の老朽化に伴う危険もあるが、何しろＣＯ２削

減目標から遠のく。

　そこで岸田首相は、原発推進に舵をきった。今

のところは、震災後の厳しい審査基準をパスした

七基の再稼働を改めて認めた、というだけだが、

将来は新原発の建設まで含めた大規模な原子力発

電事業の展開につながるのだろう。

　そうせざるを得ない。経済的な発展を続けつつ、

環境にも配慮しようというなら、温室効果ガスは

出さない原発に頼る以上に有効な手段は、今のと

ころないようだから。とはいえもちろん、一度事

故になったらとんでもないことになる、そのリス

クはある。現に前述の七基からして、地元の合意

はまだ得られていない。

　根本的に、経済発展と環境保全を含めた人間社

会の安全は本当に成り立つのだろうか。私は、①

人類がこれまで獲得した科学技術を放棄したこと

はない②科学技術によってもたらされた害悪は科

学技術によって解決することは可能、の二つの理

由から、この方向性を支持する者だ。もちろん異

論はあってよい。しかし、「皆で貧乏になろう」

みたいなのはどんな状態になるのか、ちゃんとし

た考えも覚悟もないような言論は端的にダメだと

思う。

　斉藤幸平『人新世の「資本論」』（2020年）

では、人間が現在の「豊かな生活」を諦めない限

り、地球環境の破滅的な悪化は止められない、Ｓ

ＤＧｓなどは、本当の危機から人々の目を逸らし、

免罪符と安心感を与える麻薬に過ぎない、として

いる。これがベストセラーになったということは、

社会の一定程度の共感を勝ち得たのだろう。豊か

さに対する根源的な罪悪感は、どういうものか、

人類になかなかに根強いものがある。しかし少な

くとも私は、資本主義を超える、社会主義などの

システムが、まだ一度も成功していない現状では、

予言者の煽る危機意識に基づく未来図に賛成する

気にはなれない。

　もう一つ、これもＳＤＧｓ以前からたびたび取

り上げられているジェンダー問題がある。

　目標５「ジェンダー平等を達成し、すべての女

性及び女児のエンパワーメントを行う」

　直接には、主に開発途上国での女性差別、つま

り、女性には教育の機会が奪われてたり、服装や

行動に強い制限がかかったり、早い年齢での強制

結婚、などなどの解消を目指したものだ。先進国

の人権意識からすれば、ひどい状態だと言わざる

を得ないものをなくそうというのだから、文句な

くいいことと言えそうだが、実行上は、宗教が絡

んでいるので少々、ではなくて、かなりやっかい

ではあるだろう。

　一方、日本のような先進国でこれを適応しよう

とすると、しばしばいわゆる牛刀割鶏の様相にな

る。フェミニスト、の中でもツイッターで活動し

ている通称「ツイフェミ」さんたちが、ミスコン

は性的搾取だとかなんとか言っているような、及

び、最近何かと話題になるＬＧＢＴＱなどはこの

際棚上げにするとして。

　このゴールに連動する形で、ジェンダー・フリ

ー教育に取り組んでいる学校の例がＴＶで紹介さ

れていたのをたまたま見たことがある。例えば、

「夫は外で仕事を、妻は家事と育児をする」など

の性による役割分担は差別であり、そのような偏

見（pre＋judice先行する判断）はなくすべきだ、

とか。この偏見というか社会通念がまだ日本社会

にあることは否定しない。

　これはどう思うか、と抽象的に訊かれたら、「良

くないと思う」という人が、男女ともに、中でも

女性の中に、多いだろうと予想される。続けて、

「女性がより活躍できる社会になるほうがよいと

思うか」と言われても、同じこと。現にそういう

統計もある。因みに、私もその多数派の一人だ。

抽象のレベルでは。

　しかし問題は、これによって現に不便・不自由

を感じている人がどれくらいいるかなのだ。対価

としてお金をもらういわゆる労働ではなく、家事

・育児に従事したほうがいいと思っている女性に

とっては、土台問題にならない。現在女性が家庭

外で働くこと自体が白眼視されることはまずない。

いわゆる家庭と仕事の両立に苦しんでいる女性な

らたくさんいると思うが、それは個別具体的な家

庭や職場の問題なのだから、そこで解決が図られ

るべきことであって、一般的な社会問題とすべき

ではないし、しても問題解決の役には立たない。

　社会問題とすべきなのは、しかるべき能力も意

欲もあるのに、性別が理由である立場になれなか

ったり、なっても仕事をする上で障害が出てくる

場合である。これも現代日本でなくはないだろう。

しかし「女性一般が職場で不当に扱われている」

と言うからには、もっと様々な要因に目を配らな

ければならない。

　平成になってから政府が目標として掲げてきた

「２０２０３０」というのがある。2020年まで

に女性の管理職を30％以上にしようとする計画だ

が、みごとに失敗した。2019年度で管理的立場

の女性従業員の割合は14.8％。このため政府は、
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ＳＤＧｓに合わせたものかは不明だが、目標達成

時期を2030年に延ばした。

　なぜこの計画が進まないのか？　個々の職場に

固有の事情があるだろう。そこを敢えて一般化し

て、「まだまだ男性社会である企業で女性が指導力

を発揮するのは難しいのだ」とよく言われる。そ

れは強ち否定しない。

　しかし一方、女性の中でどれくらいの人が管理

職に就きたがっているのか、も考えた方がいい。

2020年にソニー生命が行ったアンケート調査で

は、「管理職への打診があったら？」の設問に「受

けてみたい」と回答したのは働く女性の２割未満

だった。管理職になりたくない理由トップ２は、

「責任が重くなるから」「ストレスが増えそうだ

から」。ここから言えるのは、誰もが機会があり

さえすれば、社会で華々しく活躍したいと考えて

いるわけではない、ということだ。
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くんではなかった。覚えていたんでは、研究授業

がやりにくくなるばっかりだから、忘れます」と

は、口では言わなかったが、顔にはそう書いてあ

った。もっともだと思う。



「勤務校でＳＤＧｓ教育をやることになったんで
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職に就きたがっているのか、も考えた方がいい。

2020年にソニー生命が行ったアンケート調査で

は、「管理職への打診があったら？」の設問に「受

けてみたい」と回答したのは働く女性の２割未満

だった。管理職になりたくない理由トップ２は、

「責任が重くなるから」「ストレスが増えそうだ

から」。ここから言えるのは、誰もが機会があり

さえすれば、社会で華々しく活躍したいと考えて

いるわけではない、ということだ。

　僭越ながら、この気持ちはよくわかる。男性で

ある私もそうで、出世などより自分の時間が持て

るほうがありがたい、とずっと思ってきた。現に

出世しなかったのは、無能力のせいだが、能力が

あるからと言って、必ず出世競争に参加しなけれ

ばならないものか。それは「価値の多様化」に反

するのではないだろうか。少なくとも、このよう

な意識を無視して、数値目標を掲げた「改革」が

うまくいくものか、そもそもいいものなのかどう

か、一度は考える必要があるのではないだろうか。

　以上のような話をかいつまんで知り合いの現職

教師にしたら、「やっぱりあなたにこんなことを訊

くんではなかった。覚えていたんでは、研究授業

がやりにくくなるばっかりだから、忘れます」と

は、口では言わなかったが、顔にはそう書いてあ

った。もっともだと思う。



「勤務校でＳＤＧｓ教育をやることになったんで

すけど」と知り合いの教師に言われた。「校長が

研究指定校を引き受けてきちゃったから」と、半

分愚痴のように。「ＳＤＧｓって環境保護運動の

ことかと思っていたんですが、いくつかのネット

記事を見たら、違うようですね」。特に不勉強だ

と言うには及ばない。ＳＤＧｓという言葉はよく

知られていても、具体的にイメージが浮かぶ人は

全国的に少ないんじゃないだろうか。

　まずsustainable development goalsを「持続

可能な開発目標」と訳すところからして少し妙だ。

developmentを辞書で引けば、「発達」「発展」

の意味のほうが前に出てくる。これは経済的な発

展の話なのである。

　それが何より証拠に、最初の目標（goal）は

「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせ

る」だ。「あらゆる形態」とは、絶対的貧困と相

対的貧困の両方を含む、ということ。絶対的貧困

は世界銀行の定義では、１日1.9ドル未満（現在

の交換レートで260円ほど）で生活する人と定義

されていて、2017年で全人口の9.2％、約７億人

ほど。それ以後コロナのおかげでさらに１億５千

万人ほど増加したようだ。

　その85％が南アジアとサブ・サハラアフリカ地

域（スーダン＋サハラ沙漠以南）の住民で占めら

れている。日本もこれらの地域にはＯＤＡでかな

りの援助はしている。しかしそれで「終わらせる」

ことはできない。いや、援助にしても、元にそれ

だけのお金があればこそなのだから、これには経

済発展が不可欠なことは誰にでもわかる。

　相対的貧困のほうは、定義自体が国によって違

い、日本では厚生労働省によると可処分所得が世

帯平均の半分以下を指す。2018年時点で15.8％

約２千万人がこれに当るそうだ。しかしこの定義

だと、所得で下位四分の一以下がそうだというこ

とだから、富裕層が増えただけでもその人数は増

えてしまうし、日本全体が貧困化すれば減る。後

者の場合は絶対的な貧困国への援助も少なくしな

ければならなくなる道理だ。

　この双方を2030年までにこのゼロにする、と

いうことだが、一般庶民は何をしたらいいのか、

見当もつかない。実は国連でも具体的な取り組み

については、既存の機関や各国に任せた形になっ

ている。

　元教師からすると、ＳＤＧｓって、なんだか文

科省から降りてくる教育改革に似ているなあ、と

思えてくる。「そうなったらいいな」と、誰もが

言わずにはいられないような美しい文言が並んで

いるが、いざそのための実行はと言うと、現場に

丸投げ。失敗したときの責任もこっちに負わされ

る。まともにつきあってはいられない、という気

分にどうしてもなってしまう。それはひとまず措

いて。

　sustainableのほうが、経済発展に伴う害を除

去しようということで、害の代表は、断然環境問

題。そしてその中での第一のトピックスは最近で

は地球温暖化問題で決まり。

　これについては、ＳＤＧｓ以前からいろいろな

方面で取り上げられていて、そのための教育実践

もいくつかある。しかしこれを少し突っ込んで調

べると、普通の教員なら教室内で取り上げるのは

ためらわれるような要素がすぐに見つかる。「総

合的学習の時間」はまだあるので、取り上げても

いいが、その前に以下のことは頭に入れておいた

ほうがいい。

　ＳＤＧｓではこれは７番目の目標として挙げら

れている。

「すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能

な近代的エネルギーへのアクセスを確保する」

　近代的エネルギー、とは再生可能エネルギーの

こと。ターゲット７の２には、「2030年までに、

世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネ

ルギーの割合を大幅に拡大させる」とある。資源

エネルギー庁によると、日本の2020年度の全電

力中再エネの電源構成比は19.8％。昨年10月に閣

議決定された第六次エネルギー基本計画では

2030年までにこれを36〜38％、つまり倍増する

ことになっている。

　これより前にＣＯ２など温室効果ガス排出量46

％削減（2013年度比）も打ち出されている。そ
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切り抜けたが、今後もそうだとすると、火力発電
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　そこで岸田首相は、原発推進に舵をきった。今

のところは、震災後の厳しい審査基準をパスした
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将来は新原発の建設まで含めた大規模な原子力発

電事業の展開につながるのだろう。

　そうせざるを得ない。経済的な発展を続けつつ、

環境にも配慮しようというなら、温室効果ガスは

出さない原発に頼る以上に有効な手段は、今のと

ころないようだから。とはいえもちろん、一度事

故になったらとんでもないことになる、そのリス

クはある。現に前述の七基からして、地元の合意

はまだ得られていない。

　根本的に、経済発展と環境保全を含めた人間社

会の安全は本当に成り立つのだろうか。私は、①
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はない②科学技術によってもたらされた害悪は科

学技術によって解決することは可能、の二つの理

由から、この方向性を支持する者だ。もちろん異

論はあってよい。しかし、「皆で貧乏になろう」

みたいなのはどんな状態になるのか、ちゃんとし

た考えも覚悟もないような言論は端的にダメだと

思う。

　斉藤幸平『人新世の「資本論」』（2020年）

では、人間が現在の「豊かな生活」を諦めない限

り、地球環境の破滅的な悪化は止められない、Ｓ

ＤＧｓなどは、本当の危機から人々の目を逸らし、

免罪符と安心感を与える麻薬に過ぎない、として

いる。これがベストセラーになったということは、

社会の一定程度の共感を勝ち得たのだろう。豊か

さに対する根源的な罪悪感は、どういうものか、
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予言者の煽る危機意識に基づく未来図に賛成する
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　もう一つ、これもＳＤＧｓ以前からたびたび取

り上げられているジェンダー問題がある。
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　これはどう思うか、と抽象的に訊かれたら、「良

くないと思う」という人が、男女ともに、中でも

女性の中に、多いだろうと予想される。続けて、

「女性がより活躍できる社会になるほうがよいと
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としてお金をもらういわゆる労働ではなく、家事
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教師にしたら、「やっぱりあなたにこんなことを訊

くんではなかった。覚えていたんでは、研究授業

がやりにくくなるばっかりだから、忘れます」と
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力中再エネの電源構成比は19.8％。昨年10月に閣

議決定された第六次エネルギー基本計画では

2030年までにこれを36〜38％、つまり倍増する

ことになっている。

　これより前にＣＯ２など温室効果ガス排出量46

％削減（2013年度比）も打ち出されている。そ

の大前提である地球温暖化ＣＯ２犯人説にもけっ

こう疑問があるが、それはここでは措く。既にか

なり知られている再エネの問題点を書いておく。

　電力は基本的に「蓄める」ことはできない。使

うときに使う分を作るしかない。再エネとは自然

の力を原動力にするということで、それが太陽光

でも風でも水でも、季節により時刻により元の

「力」が大きく違い、電力の安定供給を頼るのは

無理。現在の技術では補助にしか使えない。

　福島の震災による原発事故（2011年）以降、

太陽光発電によって作られた電力を、電力会社が

固定価格で一定期間買い取るＦＩＴ制度のおかげ

で、全国で太陽光パネルを敷き詰めるいわゆるメ

ガソーラー事業が展開された。需要と関係なく、

つまりどれくらい売れるかには関係なく買っても

らえるのだから、これはおいしい商売だ、と見え

る。因みに、そのためのお金は我々一般の消費者

が毎月払う電気料に上乗せされている。

　メガソーラーで原発一基分の電力を生産するた

めには、山手線円内の面積が必要とされる。その

敷地は山の、主に斜面の木を伐採して用意する。

この時点で立派な環境破戒である。それで発電が

うまくいかなかった場合には、パネル群はただ放

置される場合が多い。その廃墟のような無残な姿

は、東電のＨＰでも写真を見ることができる。

　それで肝腎の電力の需要を満たす役には立った

のか？　全然立たなかったわけではない。しかし、

今年の六月、政府が節電を呼びかけたことは、と

ても十分とは言えない何よりの証拠だ。停止して

いた火力発電所を復活させるなどして、なんとか

切り抜けたが、今後もそうだとすると、火力発電

所の老朽化に伴う危険もあるが、何しろＣＯ２削

減目標から遠のく。

　そこで岸田首相は、原発推進に舵をきった。今

のところは、震災後の厳しい審査基準をパスした

七基の再稼働を改めて認めた、というだけだが、

将来は新原発の建設まで含めた大規模な原子力発

電事業の展開につながるのだろう。

　そうせざるを得ない。経済的な発展を続けつつ、

環境にも配慮しようというなら、温室効果ガスは

出さない原発に頼る以上に有効な手段は、今のと

ころないようだから。とはいえもちろん、一度事

故になったらとんでもないことになる、そのリス

クはある。現に前述の七基からして、地元の合意

はまだ得られていない。

　根本的に、経済発展と環境保全を含めた人間社

会の安全は本当に成り立つのだろうか。私は、①

人類がこれまで獲得した科学技術を放棄したこと

はない②科学技術によってもたらされた害悪は科

学技術によって解決することは可能、の二つの理

由から、この方向性を支持する者だ。もちろん異

論はあってよい。しかし、「皆で貧乏になろう」

みたいなのはどんな状態になるのか、ちゃんとし

た考えも覚悟もないような言論は端的にダメだと

思う。

　斉藤幸平『人新世の「資本論」』（2020年）

では、人間が現在の「豊かな生活」を諦めない限

り、地球環境の破滅的な悪化は止められない、Ｓ

ＤＧｓなどは、本当の危機から人々の目を逸らし、

免罪符と安心感を与える麻薬に過ぎない、として

いる。これがベストセラーになったということは、

社会の一定程度の共感を勝ち得たのだろう。豊か

さに対する根源的な罪悪感は、どういうものか、

人類になかなかに根強いものがある。しかし少な

くとも私は、資本主義を超える、社会主義などの

システムが、まだ一度も成功していない現状では、

予言者の煽る危機意識に基づく未来図に賛成する

気にはなれない。

　もう一つ、これもＳＤＧｓ以前からたびたび取

り上げられているジェンダー問題がある。

　目標５「ジェンダー平等を達成し、すべての女

性及び女児のエンパワーメントを行う」

　直接には、主に開発途上国での女性差別、つま

り、女性には教育の機会が奪われてたり、服装や

行動に強い制限がかかったり、早い年齢での強制

結婚、などなどの解消を目指したものだ。先進国

の人権意識からすれば、ひどい状態だと言わざる

を得ないものをなくそうというのだから、文句な

くいいことと言えそうだが、実行上は、宗教が絡

んでいるので少々、ではなくて、かなりやっかい

ではあるだろう。

　一方、日本のような先進国でこれを適応しよう

とすると、しばしばいわゆる牛刀割鶏の様相にな

る。フェミニスト、の中でもツイッターで活動し

ている通称「ツイフェミ」さんたちが、ミスコン

は性的搾取だとかなんとか言っているような、及

び、最近何かと話題になるＬＧＢＴＱなどはこの

際棚上げにするとして。

　このゴールに連動する形で、ジェンダー・フリ

ー教育に取り組んでいる学校の例がＴＶで紹介さ

れていたのをたまたま見たことがある。例えば、

「夫は外で仕事を、妻は家事と育児をする」など

の性による役割分担は差別であり、そのような偏

見（pre＋judice先行する判断）はなくすべきだ、

とか。この偏見というか社会通念がまだ日本社会

にあることは否定しない。

　これはどう思うか、と抽象的に訊かれたら、「良

くないと思う」という人が、男女ともに、中でも

女性の中に、多いだろうと予想される。続けて、

「女性がより活躍できる社会になるほうがよいと

思うか」と言われても、同じこと。現にそういう

統計もある。因みに、私もその多数派の一人だ。

抽象のレベルでは。

　しかし問題は、これによって現に不便・不自由

を感じている人がどれくらいいるかなのだ。対価

としてお金をもらういわゆる労働ではなく、家事

・育児に従事したほうがいいと思っている女性に

とっては、土台問題にならない。現在女性が家庭

外で働くこと自体が白眼視されることはまずない。

いわゆる家庭と仕事の両立に苦しんでいる女性な

らたくさんいると思うが、それは個別具体的な家

庭や職場の問題なのだから、そこで解決が図られ

るべきことであって、一般的な社会問題とすべき

ではないし、しても問題解決の役には立たない。

　社会問題とすべきなのは、しかるべき能力も意

欲もあるのに、性別が理由である立場になれなか

ったり、なっても仕事をする上で障害が出てくる

場合である。これも現代日本でなくはないだろう。

しかし「女性一般が職場で不当に扱われている」

と言うからには、もっと様々な要因に目を配らな

ければならない。

　平成になってから政府が目標として掲げてきた

「２０２０３０」というのがある。2020年まで

に女性の管理職を30％以上にしようとする計画だ

が、みごとに失敗した。2019年度で管理的立場

の女性従業員の割合は14.8％。このため政府は、

プロフィール

本名鈴木敏男。茨城県の公立高校教諭（令和2年3月まで）。

かたわら、文章を書く。単行本に『学校はいかに語られた

か』『思想以前』『団塊の世代とは何だったのか』『軟弱

者の戦争論』など。
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ＳＤＧｓに合わせたものかは不明だが、目標達成

時期を2030年に延ばした。

　なぜこの計画が進まないのか？　個々の職場に

固有の事情があるだろう。そこを敢えて一般化し

て、「まだまだ男性社会である企業で女性が指導力

を発揮するのは難しいのだ」とよく言われる。そ

れは強ち否定しない。

　しかし一方、女性の中でどれくらいの人が管理

職に就きたがっているのか、も考えた方がいい。

2020年にソニー生命が行ったアンケート調査で

は、「管理職への打診があったら？」の設問に「受

けてみたい」と回答したのは働く女性の２割未満

だった。管理職になりたくない理由トップ２は、

「責任が重くなるから」「ストレスが増えそうだ

から」。ここから言えるのは、誰もが機会があり

さえすれば、社会で華々しく活躍したいと考えて

いるわけではない、ということだ。

　僭越ながら、この気持ちはよくわかる。男性で

ある私もそうで、出世などより自分の時間が持て

るほうがありがたい、とずっと思ってきた。現に

出世しなかったのは、無能力のせいだが、能力が

あるからと言って、必ず出世競争に参加しなけれ

ばならないものか。それは「価値の多様化」に反

するのではないだろうか。少なくとも、このよう

な意識を無視して、数値目標を掲げた「改革」が

うまくいくものか、そもそもいいものなのかどう

か、一度は考える必要があるのではないだろうか。

　以上のような話をかいつまんで知り合いの現職

教師にしたら、「やっぱりあなたにこんなことを訊

くんではなかった。覚えていたんでは、研究授業

がやりにくくなるばっかりだから、忘れます」と

は、口では言わなかったが、顔にはそう書いてあ

った。もっともだと思う。
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春降る雪は音もなく（3）

　“カッコウのワルツ”が響き渡った。

「次郎兄ちゃん、朝だよ。オシッコ、行くね。」

陽太が次郎の頬をつついた。

「おっ、あ、寝ちゃったね。」

陽太がパジャマのまま、便所に行こうとした。

「お、陽太、ちょっと待って。これ着ていきな。

どうだ、元気になったか。」

施設内にはゆるやかな暖房がきいているが、陽太

に上着をかけてやった。

　起床が始まり、廊下にはドヤドヤと便所へ駆け

込む足音が響き渡り、カッコウのワルツがかき消

されるほどだ。

　次郎は、まず自分のベッドに登った。張り付け

てあるカレンダーの日付に一つ×印をつけた。

“あと４日”噛み締めるようにつぶやいた。

“修と大阪だ。”口元が緩んでしまう。

「次郎、オイ。陽太がやってくれましたよ。」

川野辺指導員が陽太のパジャマの首根っこをつ

まんで入って来た。陽太は半べそをかいている。

「オネショー、だべ？」

川野辺指導員は、汚いもののように距離を保つよ

うにして、陽太を覗き込んだ。陽太は激しく首を

横に振る。次郎はベッドを飛び降りて、陽太のベ

ッドの布団をはがして指さした。ついさっきまで

自分も寝ていたベッドだ。

「ホラ、センセ。濡れてないべ。」

「お、ホオ、だら、なんでこうなんだ？」

「センセさ、オネショだったら、布団濡れてない

とおかしいべ。それに、パジャマの前だけが濡れ

るってことはないべ。変だべ。」

確かに陽太のパジャマの斜め前が濡れている。さ

っき、便所に行くときは陽太のパジャマは濡れて

なかった。次郎の言葉に、同室の子たちが笑った。

「そっか、間に合わなかったか。」

若い川野辺指導員は、次郎がため口で話しても一

向に気に留めないどころか、笑いながら出ていこ

うとした。

「先生、陽太はオネショではないので。」

「じゃあ、どうするんだ。」

「オレ、洗っときます。」

「オマエが？ま、いいか。ちゃんとしとけよ。」

はっはっは、と妙にご機嫌な声を出して、川野辺

指導員は出ていった。

　オネショだと職員全体に報告されて、”やったの

か、小学生にもなって”、とか”夜、水飲むなよ”

といろいろな言葉を浴びせられるからだ。

　次郎は、陽太に視線を合わせるようにかがんで

優しく話した。

「陽太、ほら、このパジャマ、脱げ。」

山　　えつこ（教育アドバイザー）

「・・うん。」

「寒いから早く着替えろ。こっち着ろな」

「・・うん。」

着替えさせながら聞いた。

「陽太、どうしたんだこれ、間に合わなかったの

か。ちゃんと言ってごらん。」

「ウントね、あんねェ・・・。」

「・・・うん。」

陽太は急にしゃくりあげた。陽太のパジャマは外

から、小便をかけられたような濡れ方だった。次

郎はキリキリと怒りが体中を駆けめぐった。

こんなことを一々指導員になんか言わない。

「ほら、ヨウタ、泣くな。なっ。」

「・・・わかんない。・・・わかんない人。」

「わかんない人って、なにがわかんないんだ。」

「わかんない人・・・、知らない人。」

「バカァ、知らん人なんていないべ、どの部屋の

奴だ、誰かわかんなかったのか？」

「次郎、新しいヤツかな。」

二段ベッドの上から、中２の横田が口をはさんだ。

「背のオッキイ、新しいヤツでないか。」

横田は少し意気込んで陽太に聞いた。

「・・・ゥん〜。」

「・・・よし。な、次郎。アイツだ。この前入っ

たやつだ。」

次郎は、陽太にほほ笑んだ。

「わかったゾ。ホレ、早く着替えろ。オレが、洗

っとくからな。」

「次郎兄ちゃん・・・。」

「大丈夫だからな、なっ。」

次郎は、中２の横田を見た。横田も次郎を見た。

横田は坊主頭をゴリゴリさせながら二段ベッド

をのそりと降りてきた。体格は次郎ほどもあり、

目の小さい無表情な男だ。窃盗で施設に来たと言

う。これまで次郎のいい相棒でもあった。

「・・・一回、締めるべか。」

次郎は笑った。

「バ〜カ、オレがいなくなって、横田、オマエ、

この部屋守れるんか。」

「アイツ、3日前に札幌から来たって言ってるけ

ど、なんか横浜から来たらしいスよ。」

「ここに来たらみんなおんなじだべ。札幌も横浜

も関係ない。関係あるのはアッチ組かコッチ組か

ってことだべ。」

「だな。次郎、じゃあ、オレこれ、洗っとくな。」

「いや、いいよ。これは、オレが洗っとく。」

次郎が笑いながら陽太を見ると、泣きだしそうな

顔が、ようやく安心したのかほっとした表情に変

わった。

「横田さ、俺の後、しっかり頼むぞ。けどな、な

るべくケンカすんなよ、な。」

あっち組とは職員側のことで、こっち側は収容児

童側のことだ。

　春休みに入っているので、施設内にはのんびり

とした雰囲気が漂っている。

みんなが朝の掃除をしている間に、次郎は陽太

のパジャマを風呂場で洗った。風呂場はいつでも

お湯が出るのだ。よく絞って部屋の暖房の上に干

した。冬の間は一日中緩やかなスチームがかかっ

ている。

　みんなは掃除が終わると、食堂に降りて行く。

次郎も陽太を連れて階下に降りた。食堂の入り口

に子供達が並んでいる。

のそりのそりと横田達も降りてきた。

「ばあちゃんだあ。」

「はい、おはよう。」

陽太の声に、一階宿直担当の幸子さんはニッコリ

した。幸子さんはみんなにばあちゃんと呼ばれる

ことが多い。ばあちゃんといっても、この施設の

中では一番の年配者に見えるというだけだ。

　入り口で“おはよう”と言いながら、食堂に入

って来る生徒一人一人の両手を撫でながら表裏

を確かめる。あかぎれができていないか調べて

いるのだ。

「あらあら、君はチョットね。」

そう言って、あかぎれを見つけては、エプロンの

大きなポケットから平たい缶を取り出し、白っぽ

いワセリンを丁寧に刷り込むように塗ってやる。

次郎には、“君はね。”といってあかぎれができて

いなくても、やはりポケットからワセリンを出し

て、丁寧に塗ってやる。

「幸子さん、ありがとう。」

みんな、嬉しそうに“ありがとう”を言う。

　冬の間、幸子さんの宿直の朝はいつもそうして

くれる。どの子も大人の肌の感触を欲しているか

ら、幸子さんのやさしい手に触れるのが大好きな

のだ。女子はもちろんの事、中学生の男子ですら

並んで両手を差し出す。幸子さんの肩や腰など体

に触れていく子もいる。甘えているのだった。

　食堂では川野辺が少々イライラしながら、時々

幸子さんの方に目をやる。ボンボン育ちの川野辺

は単なる職員なのだ。将来、親が経営している施

設に戻る約束らしい。

　川野辺は、みんなの人数を目で数えてから“ん”

とだけうなずいた。

「いただきます。」

元気な子供たちの朝食が始まった。朝食はいつも

ご飯だ。古米のごはん、揚げとワカメの塩っぽい

薄味の味噌汁、しょっぱい魚、つくだ煮とたくあ

ん２切、これが定番だ。

「食事が終わったら、鼓笛の練習があります。み
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んな用意して体育館に集合すること、いいね。」

「ええっ、センセ、何で。」

若い川野辺には、話しやすいので、中学生はため

口で話す。

「何でかね。」

「センセ、何ニヤケてんの。」

誰かがからかい調子に言った。

「うん、26日に知事が訪問に来るらしい。その時、

鼓笛隊、やることになっている。だから今日から

練習に入るってことだ。」

生徒の間にニヤニヤと静かな笑いが広がる。じき

クスクスに変わる。女子は声を立てずに眼だけで

笑っている。

「えっ、な、何だよ。」

照れたような川野辺はそれでもうれしそうだっ

た。すぐ近くの小学校の先生が鼓笛隊の指導にボ

ランティアでやって来るのだ。その先生は、若く

て可愛らしい女の先生なのだ。鼓笛練習がある時

は川野辺がいつも見学に行って、彼女に熱い視線

を注いでいる。

「あ、でもセンセ、今日、“明け”だから休みで

すよね。」

横田がとぼけた言い方をした。“明け”とは、宿

直明けなので、９時から今日は休みになるという

ことだ。

オオッ、と笑いがおこった。半数以上が中学生な

ので話が通じやすい。

「さ、半でご馳走さんだぞ。」

チラッと時計を指してから、川野辺は無理にニヤ

ケ顔を抑えて言った。

　子どもたちは互いに顔を見合ったり、突っつき

合ったりしながら、大急ぎでご飯をかっ込んだ。



　“カッコウのワルツ”が響き渡った。

「次郎兄ちゃん、朝だよ。オシッコ、行くね。」

陽太が次郎の頬をつついた。

「おっ、あ、寝ちゃったね。」

陽太がパジャマのまま、便所に行こうとした。

「お、陽太、ちょっと待って。これ着ていきな。

どうだ、元気になったか。」

施設内にはゆるやかな暖房がきいているが、陽太

に上着をかけてやった。

　起床が始まり、廊下にはドヤドヤと便所へ駆け

込む足音が響き渡り、カッコウのワルツがかき消

されるほどだ。

　次郎は、まず自分のベッドに登った。張り付け

てあるカレンダーの日付に一つ×印をつけた。

“あと４日”噛み締めるようにつぶやいた。

“修と大阪だ。”口元が緩んでしまう。

「次郎、オイ。陽太がやってくれましたよ。」

川野辺指導員が陽太のパジャマの首根っこをつ

まんで入って来た。陽太は半べそをかいている。

「オネショー、だべ？」

川野辺指導員は、汚いもののように距離を保つよ

うにして、陽太を覗き込んだ。陽太は激しく首を

横に振る。次郎はベッドを飛び降りて、陽太のベ

ッドの布団をはがして指さした。ついさっきまで

自分も寝ていたベッドだ。

「ホラ、センセ。濡れてないべ。」

「お、ホオ、だら、なんでこうなんだ？」

「センセさ、オネショだったら、布団濡れてない

とおかしいべ。それに、パジャマの前だけが濡れ

るってことはないべ。変だべ。」

確かに陽太のパジャマの斜め前が濡れている。さ

っき、便所に行くときは陽太のパジャマは濡れて

なかった。次郎の言葉に、同室の子たちが笑った。

「そっか、間に合わなかったか。」

若い川野辺指導員は、次郎がため口で話しても一

向に気に留めないどころか、笑いながら出ていこ

うとした。

「先生、陽太はオネショではないので。」

「じゃあ、どうするんだ。」

「オレ、洗っときます。」

「オマエが？ま、いいか。ちゃんとしとけよ。」

はっはっは、と妙にご機嫌な声を出して、川野辺

指導員は出ていった。

　オネショだと職員全体に報告されて、”やったの

か、小学生にもなって”、とか”夜、水飲むなよ”

といろいろな言葉を浴びせられるからだ。

　次郎は、陽太に視線を合わせるようにかがんで

優しく話した。

「陽太、ほら、このパジャマ、脱げ。」

「・・うん。」

「寒いから早く着替えろ。こっち着ろな」

「・・うん。」

着替えさせながら聞いた。

「陽太、どうしたんだこれ、間に合わなかったの

か。ちゃんと言ってごらん。」

「ウントね、あんねェ・・・。」

「・・・うん。」

陽太は急にしゃくりあげた。陽太のパジャマは外

から、小便をかけられたような濡れ方だった。次

郎はキリキリと怒りが体中を駆けめぐった。

こんなことを一々指導員になんか言わない。

「ほら、ヨウタ、泣くな。なっ。」

「・・・わかんない。・・・わかんない人。」

「わかんない人って、なにがわかんないんだ。」

「わかんない人・・・、知らない人。」

「バカァ、知らん人なんていないべ、どの部屋の

奴だ、誰かわかんなかったのか？」

「次郎、新しいヤツかな。」

二段ベッドの上から、中２の横田が口をはさんだ。

「背のオッキイ、新しいヤツでないか。」

横田は少し意気込んで陽太に聞いた。

「・・・ゥん〜。」

「・・・よし。な、次郎。アイツだ。この前入っ

たやつだ。」

次郎は、陽太にほほ笑んだ。

「わかったゾ。ホレ、早く着替えろ。オレが、洗

っとくからな。」

「次郎兄ちゃん・・・。」

「大丈夫だからな、なっ。」

次郎は、中２の横田を見た。横田も次郎を見た。

横田は坊主頭をゴリゴリさせながら二段ベッド

をのそりと降りてきた。体格は次郎ほどもあり、

目の小さい無表情な男だ。窃盗で施設に来たと言

う。これまで次郎のいい相棒でもあった。

「・・・一回、締めるべか。」

次郎は笑った。

「バ〜カ、オレがいなくなって、横田、オマエ、

この部屋守れるんか。」

「アイツ、3日前に札幌から来たって言ってるけ

ど、なんか横浜から来たらしいスよ。」

「ここに来たらみんなおんなじだべ。札幌も横浜

も関係ない。関係あるのはアッチ組かコッチ組か

ってことだべ。」

「だな。次郎、じゃあ、オレこれ、洗っとくな。」

「いや、いいよ。これは、オレが洗っとく。」

次郎が笑いながら陽太を見ると、泣きだしそうな

顔が、ようやく安心したのかほっとした表情に変

わった。

「横田さ、俺の後、しっかり頼むぞ。けどな、な

るべくケンカすんなよ、な。」

あっち組とは職員側のことで、こっち側は収容児

童側のことだ。

　春休みに入っているので、施設内にはのんびり

とした雰囲気が漂っている。

みんなが朝の掃除をしている間に、次郎は陽太

のパジャマを風呂場で洗った。風呂場はいつでも

お湯が出るのだ。よく絞って部屋の暖房の上に干

した。冬の間は一日中緩やかなスチームがかかっ

ている。

　みんなは掃除が終わると、食堂に降りて行く。

次郎も陽太を連れて階下に降りた。食堂の入り口

に子供達が並んでいる。

のそりのそりと横田達も降りてきた。

「ばあちゃんだあ。」

「はい、おはよう。」

陽太の声に、一階宿直担当の幸子さんはニッコリ

した。幸子さんはみんなにばあちゃんと呼ばれる

ことが多い。ばあちゃんといっても、この施設の

中では一番の年配者に見えるというだけだ。

　入り口で“おはよう”と言いながら、食堂に入

って来る生徒一人一人の両手を撫でながら表裏

を確かめる。あかぎれができていないか調べて

いるのだ。

「あらあら、君はチョットね。」

そう言って、あかぎれを見つけては、エプロンの

大きなポケットから平たい缶を取り出し、白っぽ

いワセリンを丁寧に刷り込むように塗ってやる。

次郎には、“君はね。”といってあかぎれができて

いなくても、やはりポケットからワセリンを出し

て、丁寧に塗ってやる。

「幸子さん、ありがとう。」

みんな、嬉しそうに“ありがとう”を言う。

　冬の間、幸子さんの宿直の朝はいつもそうして

くれる。どの子も大人の肌の感触を欲しているか

ら、幸子さんのやさしい手に触れるのが大好きな

のだ。女子はもちろんの事、中学生の男子ですら

並んで両手を差し出す。幸子さんの肩や腰など体

に触れていく子もいる。甘えているのだった。

　食堂では川野辺が少々イライラしながら、時々

幸子さんの方に目をやる。ボンボン育ちの川野辺

は単なる職員なのだ。将来、親が経営している施

設に戻る約束らしい。

　川野辺は、みんなの人数を目で数えてから“ん”

とだけうなずいた。

「いただきます。」

元気な子供たちの朝食が始まった。朝食はいつも

ご飯だ。古米のごはん、揚げとワカメの塩っぽい

薄味の味噌汁、しょっぱい魚、つくだ煮とたくあ

ん２切、これが定番だ。

「食事が終わったら、鼓笛の練習があります。み
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んな用意して体育館に集合すること、いいね。」

「ええっ、センセ、何で。」

若い川野辺には、話しやすいので、中学生はため

口で話す。

「何でかね。」

「センセ、何ニヤケてんの。」

誰かがからかい調子に言った。

「うん、26日に知事が訪問に来るらしい。その時、

鼓笛隊、やることになっている。だから今日から

練習に入るってことだ。」

生徒の間にニヤニヤと静かな笑いが広がる。じき

クスクスに変わる。女子は声を立てずに眼だけで

笑っている。

「えっ、な、何だよ。」

照れたような川野辺はそれでもうれしそうだっ

た。すぐ近くの小学校の先生が鼓笛隊の指導にボ

ランティアでやって来るのだ。その先生は、若く

て可愛らしい女の先生なのだ。鼓笛練習がある時

は川野辺がいつも見学に行って、彼女に熱い視線

を注いでいる。

「あ、でもセンセ、今日、“明け”だから休みで

すよね。」

横田がとぼけた言い方をした。“明け”とは、宿

直明けなので、９時から今日は休みになるという

ことだ。

オオッ、と笑いがおこった。半数以上が中学生な

ので話が通じやすい。

「さ、半でご馳走さんだぞ。」

チラッと時計を指してから、川野辺は無理にニヤ

ケ顔を抑えて言った。

　子どもたちは互いに顔を見合ったり、突っつき
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　起床が始まり、廊下にはドヤドヤと便所へ駆け

込む足音が響き渡り、カッコウのワルツがかき消

されるほどだ。

　次郎は、まず自分のベッドに登った。張り付け

てあるカレンダーの日付に一つ×印をつけた。

“あと４日”噛み締めるようにつぶやいた。

“修と大阪だ。”口元が緩んでしまう。

「次郎、オイ。陽太がやってくれましたよ。」

川野辺指導員が陽太のパジャマの首根っこをつ

まんで入って来た。陽太は半べそをかいている。

「オネショー、だべ？」

川野辺指導員は、汚いもののように距離を保つよ

うにして、陽太を覗き込んだ。陽太は激しく首を

横に振る。次郎はベッドを飛び降りて、陽太のベ

ッドの布団をはがして指さした。ついさっきまで

自分も寝ていたベッドだ。

「ホラ、センセ。濡れてないべ。」

「お、ホオ、だら、なんでこうなんだ？」

「センセさ、オネショだったら、布団濡れてない

とおかしいべ。それに、パジャマの前だけが濡れ

るってことはないべ。変だべ。」

確かに陽太のパジャマの斜め前が濡れている。さ

っき、便所に行くときは陽太のパジャマは濡れて

なかった。次郎の言葉に、同室の子たちが笑った。

「そっか、間に合わなかったか。」

若い川野辺指導員は、次郎がため口で話しても一

向に気に留めないどころか、笑いながら出ていこ

うとした。

「先生、陽太はオネショではないので。」

「じゃあ、どうするんだ。」

「オレ、洗っときます。」

「オマエが？ま、いいか。ちゃんとしとけよ。」

はっはっは、と妙にご機嫌な声を出して、川野辺

指導員は出ていった。

　オネショだと職員全体に報告されて、”やったの

か、小学生にもなって”、とか”夜、水飲むなよ”

といろいろな言葉を浴びせられるからだ。

　次郎は、陽太に視線を合わせるようにかがんで

優しく話した。

「陽太、ほら、このパジャマ、脱げ。」

「・・うん。」

「寒いから早く着替えろ。こっち着ろな」

「・・うん。」

着替えさせながら聞いた。

「陽太、どうしたんだこれ、間に合わなかったの

か。ちゃんと言ってごらん。」

「ウントね、あんねェ・・・。」

「・・・うん。」

陽太は急にしゃくりあげた。陽太のパジャマは外

から、小便をかけられたような濡れ方だった。次

郎はキリキリと怒りが体中を駆けめぐった。

こんなことを一々指導員になんか言わない。

「ほら、ヨウタ、泣くな。なっ。」

「・・・わかんない。・・・わかんない人。」

「わかんない人って、なにがわかんないんだ。」

「わかんない人・・・、知らない人。」

「バカァ、知らん人なんていないべ、どの部屋の

奴だ、誰かわかんなかったのか？」

「次郎、新しいヤツかな。」

二段ベッドの上から、中２の横田が口をはさんだ。

「背のオッキイ、新しいヤツでないか。」

横田は少し意気込んで陽太に聞いた。

「・・・ゥん〜。」

「・・・よし。な、次郎。アイツだ。この前入っ

たやつだ。」

次郎は、陽太にほほ笑んだ。

「わかったゾ。ホレ、早く着替えろ。オレが、洗

っとくからな。」

「次郎兄ちゃん・・・。」

「大丈夫だからな、なっ。」

次郎は、中２の横田を見た。横田も次郎を見た。

横田は坊主頭をゴリゴリさせながら二段ベッド

をのそりと降りてきた。体格は次郎ほどもあり、

目の小さい無表情な男だ。窃盗で施設に来たと言

う。これまで次郎のいい相棒でもあった。

「・・・一回、締めるべか。」

次郎は笑った。

「バ〜カ、オレがいなくなって、横田、オマエ、

この部屋守れるんか。」

「アイツ、3日前に札幌から来たって言ってるけ

ど、なんか横浜から来たらしいスよ。」

「ここに来たらみんなおんなじだべ。札幌も横浜

も関係ない。関係あるのはアッチ組かコッチ組か

ってことだべ。」

「だな。次郎、じゃあ、オレこれ、洗っとくな。」

「いや、いいよ。これは、オレが洗っとく。」

次郎が笑いながら陽太を見ると、泣きだしそうな

顔が、ようやく安心したのかほっとした表情に変

わった。

「横田さ、俺の後、しっかり頼むぞ。けどな、な

るべくケンカすんなよ、な。」

あっち組とは職員側のことで、こっち側は収容児

童側のことだ。

　春休みに入っているので、施設内にはのんびり

とした雰囲気が漂っている。

みんなが朝の掃除をしている間に、次郎は陽太

のパジャマを風呂場で洗った。風呂場はいつでも

お湯が出るのだ。よく絞って部屋の暖房の上に干

した。冬の間は一日中緩やかなスチームがかかっ

ている。

　みんなは掃除が終わると、食堂に降りて行く。

次郎も陽太を連れて階下に降りた。食堂の入り口

に子供達が並んでいる。

のそりのそりと横田達も降りてきた。

「ばあちゃんだあ。」

「はい、おはよう。」

陽太の声に、一階宿直担当の幸子さんはニッコリ

した。幸子さんはみんなにばあちゃんと呼ばれる

ことが多い。ばあちゃんといっても、この施設の

中では一番の年配者に見えるというだけだ。

　入り口で“おはよう”と言いながら、食堂に入

って来る生徒一人一人の両手を撫でながら表裏

を確かめる。あかぎれができていないか調べて

いるのだ。

「あらあら、君はチョットね。」

そう言って、あかぎれを見つけては、エプロンの

大きなポケットから平たい缶を取り出し、白っぽ

いワセリンを丁寧に刷り込むように塗ってやる。

次郎には、“君はね。”といってあかぎれができて

いなくても、やはりポケットからワセリンを出し

て、丁寧に塗ってやる。

「幸子さん、ありがとう。」

みんな、嬉しそうに“ありがとう”を言う。

　冬の間、幸子さんの宿直の朝はいつもそうして

くれる。どの子も大人の肌の感触を欲しているか

ら、幸子さんのやさしい手に触れるのが大好きな

のだ。女子はもちろんの事、中学生の男子ですら

並んで両手を差し出す。幸子さんの肩や腰など体

に触れていく子もいる。甘えているのだった。

　食堂では川野辺が少々イライラしながら、時々

幸子さんの方に目をやる。ボンボン育ちの川野辺

は単なる職員なのだ。将来、親が経営している施

設に戻る約束らしい。

　川野辺は、みんなの人数を目で数えてから“ん”

とだけうなずいた。

「いただきます。」

元気な子供たちの朝食が始まった。朝食はいつも

ご飯だ。古米のごはん、揚げとワカメの塩っぽい

薄味の味噌汁、しょっぱい魚、つくだ煮とたくあ

ん２切、これが定番だ。

「食事が終わったら、鼓笛の練習があります。み
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んな用意して体育館に集合すること、いいね。」

「ええっ、センセ、何で。」

若い川野辺には、話しやすいので、中学生はため

口で話す。

「何でかね。」

「センセ、何ニヤケてんの。」

誰かがからかい調子に言った。

「うん、26日に知事が訪問に来るらしい。その時、

鼓笛隊、やることになっている。だから今日から

練習に入るってことだ。」

生徒の間にニヤニヤと静かな笑いが広がる。じき

クスクスに変わる。女子は声を立てずに眼だけで

笑っている。

「えっ、な、何だよ。」

照れたような川野辺はそれでもうれしそうだっ

た。すぐ近くの小学校の先生が鼓笛隊の指導にボ

ランティアでやって来るのだ。その先生は、若く

て可愛らしい女の先生なのだ。鼓笛練習がある時

は川野辺がいつも見学に行って、彼女に熱い視線

を注いでいる。

「あ、でもセンセ、今日、“明け”だから休みで

すよね。」

横田がとぼけた言い方をした。“明け”とは、宿

直明けなので、９時から今日は休みになるという

ことだ。

オオッ、と笑いがおこった。半数以上が中学生な

ので話が通じやすい。

「さ、半でご馳走さんだぞ。」

チラッと時計を指してから、川野辺は無理にニヤ

ケ顔を抑えて言った。

　子どもたちは互いに顔を見合ったり、突っつき

合ったりしながら、大急ぎでご飯をかっ込んだ。
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　日本たばこ産業 ( 株 ) は、パッケージに能動喫

煙者向けに「喫煙は動脈硬化や血栓形成傾向を強

め、あなたが心筋梗塞など虚血性心疾患や脳卒中

になる危険性を高めます」と警告する。受動喫煙に

関しては「たばこの煙は、あなただけでなく周りの

人が肺がん、心筋梗塞など虚血性心疾患、脳卒中に

なる危険性を高めます」と注意喚起している。点火

不要の感熱式たばこにも類似の警告文がある。

もし食品のパッケージに同様の表記があれば、購

入する人はいないであろう。すでにたばこは、テレ

ビなどの広告宣伝は禁じられている。これだけ身

体に有害と思われるにもかかわらず、日本はたば

この栽培、生産、販売を禁じていない。またあらゆ

る医療関係者は、患者に禁煙するよう忠告する。し

かしそれならばこのような危険物を、なぜ麻薬の

ように禁じていないのだろうか。それは決して税

収やたばこ栽培農家の保護のためではない。

　その理由は、ただ一つ、たばこの喫煙と病気の

「因果」関係が証明できないからである。パッケー

ジの警告文には、前述した通り「危険性を高めま

す」とあって「原因となります」とは明記していな

いのである。明記できないのは、喫煙と疾病は、「相

関」関係しか解っていないからである。原因として

立証されているなら、禁じられているはずである。

多くのデータが、危険性を指し示すが、原因と結果

の関係とは断定できないのである。たばこを吸わ

ない人も肺がんを発症する場合もあれば、ヘビー

スモーカーが必ずしも肺がんを発症するとは限ら

ない。他の疾患についても、同じことである。

　しかし、WHO( 世界保健機関 ) の「たばこ規制枠

組み条約」( 日本は 2004 年 5月に批准している )

の中には「たばこの消費及びたばこの煙に晒され

ることが死亡、疾病及び障害を引き起こすことが、

科学的証拠により明白に証明されている」とある。

とはいえ個々の疾病、障害の原因が、すべて喫煙に

あると具体的に証明されているとは考え難い。も

ちろん批准していない国もある。

　言うまでもなく「因果」とは、原因と結果の関係

であり、「相関」とは、一方が変われば他方も変わ

る、というような関係で、二つの物事が関係し合う

ことを言う。

　自動車が雪に埋もれ、マフラーが塞がれれば車

内に排気ガスが充満し、一酸化炭素により死亡す

る。死因は他には考えられず、明かに因果関係があ

る。だからといって、一酸化炭素を含む排気ガス

を排出する車の生産を禁じた国はない。

現在、ガソリンなど化石燃料を使用する自動車を

禁じ、電気や水素を使う自動車に転換しようとし

ているのは、排気ガスに含まれる一酸化炭素では

なく、二酸化炭素が理由である。誰もが知るように

なった地球温暖化現象は、大気中の二酸化炭素が

温室効果を助長し、地球規模の異常気象を引き起

こし、人類の生存が危うくなるという予測による

ものである。果して、世界各地に兆し始めた気候変

動について、自動車の排気ガスが原因の一部とな

る、と具体的に証明されているのであろうか。

ICPP( 気象変動に関する政府間パネル ) は、取り

返しのつかない気候変動が起こると警鐘を鳴らし

続けている。

　「因果」と「相関」を峻別しないと誤った判断を下

しかねない。また逆にそのことを利用して世論を

操作しようとする者も出てくる。因果関係が証明

できないから、相関関係をあたかも因果関係のよ

うに扱い、他者の考えを操作しようとする。

　社会に事件、事故が起きれば、必ず関係者は『原

因を究明し、再発防止に努める』と言う。つまり結

果からさかのぼって、原因が判明すれば問題は解

決すると信じているのである。しかし、結果として

現れる事象は、単純に見えても、原因となる要素は

多岐に渡り、同じような事件、事故が繰り返され

る。特にヒューマンエラー ( 人為的誤り ) の再発

防止は不可能である。

「因果」と「相関」

国分　岳

乱読毒舌独語（8話） 　ちなみにコンピューターは、因果関係で答を出

している訳ではない。ビッグデータによる蓋然性

によって答を出しているのであり、あくまで相関

関係と言える。

　読書をすれば、賢くなるとは限らず、勉強すれ

ば、秀才になる訳でもない。いわゆる一流有名校の

入試に合格したからといって、一流の人間になれ

る訳でもない。国会議員に当選したからといって、

品格が備わる訳では決してない。そこには、何の

因果関係も無いのである。さらに怖いのは、疑似科

学である。「引き寄せの法則」なども、科学的な因果

関係ではない。〈法則〉という言葉は、科学に使われ

る言葉である。念じれば、祈れば、実現するなら、ス

トーカー殺人も起こるはずもない。巧みに科学を

装い、因果関係があるかのごとく他人に信じこま

せ、詐欺まがいの金儲けを企む人間は絶えない。

「信ずる者は救われる」と揶揄されようと、自分一

人に留まっていれば、それは個人の自由の範囲で

あろう。何を信じようと、まさにその人の問題でし

かない。宗教信者が、団体バス旅行で事故に遭遇し

『信仰があるから、死なずに重傷で済んだ』と言お

うと思おうと個人の自由である。ただ信仰と事故

とに何の因果関係も無い。潜行していた霊感商法

が、また浮上してきたが、似非科学、似非宗教の種

は尽きない。

　たとえどんな災害、事故、事件、疾病で死のうと、

その原因は、生まれてきたからである。そう、生き

ているからこそ、例外なく死ぬのである。まさに因

果関係そのものである。それではなぜ生まれてき

たのか、その原因は何なのか？ (『生命の起源』、さ

らには『宇宙の起源』まで、追究しなければならな

いのか？人類が生存している限り、探究心は尽き

ない )。

　生きていることに感謝しつつ、「因果」と「相関」

を混交しないよう心がけたいものである。

〈了〉

書名　『自粛バカ』―リスクゼロ症候群に罹った日

本人の処方箋―
著　者　池田清彦

出版社　( 株 ) 宝島社 ( 宝島社新書 )

発行年　2020 年

概　要　第三章「禁煙ファシズム」を始め、この国

を支配する「空気」の正体の例として、自粛警察・

コンプライアンス・新型コロナ・不倫バッシング・

ネットいじめ・クレーマーなどを取り上げ、日本

人が「空気」を読み、思考停止に陥る危険性を指摘

している。〈紹介者注；先行するイザヤ・ベンダサ

ンこと評論家山本七平の「空気」に関する考察は秀
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逸である〉

書　名　『人類と病』―国際政治から見る感染症と

健康格差―
著　者　詫摩佳代

出版社　中央公論社 ( 中公新書 )

発行年　2020 年

概　要　ペスト、コレラの世界的な大流行を経て、

公衆衛生という発想が生まれた。根絶された感染

症がある一方、エイズやエボラ出血熱、新型コロナ

などの新たな感染症が現れ、国際的な対応が問題

になる。さらには生活習慣病、喫煙と人類社会の規

制、世界的な医薬品へのアクセス格差など「人類と

病」が国際的協力のあり方に左右されてきた詳細

が記述されている。

書　名　『死ぬほど読書』

著　者　丹羽宇一郎

出版社　( 株 ) 幻冬舎 ( 幻冬舎新書 )

発行年　2017 年

概　要　伊藤忠商事 ( 株 ) の元社長・会長の読書

礼賛書。第一章「本に代わるものはない」に書かれ

ていることに尽きると言っても過言ではない。ま

さに『自分は何も知らない』と自覚することが、読

書によって得られる謙虚さ。無駄な読書などなく、

少なくとも執筆者が明確で、ネット上にあるよう

な匿名性はない。最後の『読書は心を自由にする』

は真実である。

書　名　『引き寄せの法則』

著　者　ウィリアム・ウォーカー・アトキンソン

訳　者　関岡考平

出版社　パンローリング ( 株 )

発行年　2013 年

概　要　「ニューソート」というキーワードが出て

くるが、意味は「気持ちを明るく持つことで、運命

が開けるという考え方」で「人生も偶然の結果では

なく、法則が働いている」と著者は言う。また「思考

の波動は実在する」とも言う。しかし、科学的根拠

が示されている訳ではなく、どちらかと言うと宗

教に近い。

書　名　『ニセ科学を見抜くセンス』

著　者　左巻健男

出版社　( 株 ) 新日本出版社

発行年　2015 年

概　要　著者が本書で取り上げているモノは、一

度は耳にしたことがあるだろう。「EM( 菌 )」「マイ

ナスイオン」「水からの伝言」「水素水」など。そして

これらのニセ科学に、騙されないための方法論が

説かれている。

書　名　『14歳から知っておきたいＡＩ』

著　者　インフォビジョン研究所

出版社　( 株 ) 太田

発行年　2018 年

概　要　ＡＩ( 人工知能 ) の日進月歩を解りやす

く図解などで要領よくまとめられている。またど

この国が研究をリードしているかの現状〈注；出

版時〉も解る。人工知能の歴史と基礎知識が解説さ

れている。

しっぺい

さら



　日本たばこ産業 ( 株 ) は、パッケージに能動喫

煙者向けに「喫煙は動脈硬化や血栓形成傾向を強

め、あなたが心筋梗塞など虚血性心疾患や脳卒中

になる危険性を高めます」と警告する。受動喫煙に

関しては「たばこの煙は、あなただけでなく周りの

人が肺がん、心筋梗塞など虚血性心疾患、脳卒中に

なる危険性を高めます」と注意喚起している。点火

不要の感熱式たばこにも類似の警告文がある。

もし食品のパッケージに同様の表記があれば、購

入する人はいないであろう。すでにたばこは、テレ

ビなどの広告宣伝は禁じられている。これだけ身

体に有害と思われるにもかかわらず、日本はたば

この栽培、生産、販売を禁じていない。またあらゆ

る医療関係者は、患者に禁煙するよう忠告する。し

かしそれならばこのような危険物を、なぜ麻薬の

ように禁じていないのだろうか。それは決して税

収やたばこ栽培農家の保護のためではない。

　その理由は、ただ一つ、たばこの喫煙と病気の

「因果」関係が証明できないからである。パッケー

ジの警告文には、前述した通り「危険性を高めま

す」とあって「原因となります」とは明記していな

いのである。明記できないのは、喫煙と疾病は、「相

関」関係しか解っていないからである。原因として

立証されているなら、禁じられているはずである。

多くのデータが、危険性を指し示すが、原因と結果

の関係とは断定できないのである。たばこを吸わ

ない人も肺がんを発症する場合もあれば、ヘビー

スモーカーが必ずしも肺がんを発症するとは限ら

ない。他の疾患についても、同じことである。

　しかし、WHO( 世界保健機関 ) の「たばこ規制枠

組み条約」( 日本は 2004 年 5 月に批准している )

の中には「たばこの消費及びたばこの煙に晒され

ることが死亡、疾病及び障害を引き起こすことが、

科学的証拠により明白に証明されている」とある。

とはいえ個々の疾病、障害の原因が、すべて喫煙に

あると具体的に証明されているとは考え難い。も

ちろん批准していない国もある。

　言うまでもなく「因果」とは、原因と結果の関係

であり、「相関」とは、一方が変われば他方も変わ

る、というような関係で、二つの物事が関係し合う

ことを言う。

　自動車が雪に埋もれ、マフラーが塞がれれば車

内に排気ガスが充満し、一酸化炭素により死亡す

る。死因は他には考えられず、明かに因果関係があ

る。だからといって、一酸化炭素を含む排気ガス

を排出する車の生産を禁じた国はない。

現在、ガソリンなど化石燃料を使用する自動車を

禁じ、電気や水素を使う自動車に転換しようとし

ているのは、排気ガスに含まれる一酸化炭素では

なく、二酸化炭素が理由である。誰もが知るように

なった地球温暖化現象は、大気中の二酸化炭素が

温室効果を助長し、地球規模の異常気象を引き起

こし、人類の生存が危うくなるという予測による

ものである。果して、世界各地に兆し始めた気候変

動について、自動車の排気ガスが原因の一部とな

る、と具体的に証明されているのであろうか。

ICPP( 気象変動に関する政府間パネル ) は、取り

返しのつかない気候変動が起こると警鐘を鳴らし

続けている。

　「因果」と「相関」を峻別しないと誤った判断を下

しかねない。また逆にそのことを利用して世論を

操作しようとする者も出てくる。因果関係が証明

できないから、相関関係をあたかも因果関係のよ

うに扱い、他者の考えを操作しようとする。

　社会に事件、事故が起きれば、必ず関係者は『原

因を究明し、再発防止に努める』と言う。つまり結

果からさかのぼって、原因が判明すれば問題は解

決すると信じているのである。しかし、結果として

現れる事象は、単純に見えても、原因となる要素は

多岐に渡り、同じような事件、事故が繰り返され

る。特にヒューマンエラー ( 人為的誤り ) の再発

防止は不可能である。

　ちなみにコンピューターは、因果関係で答を出

している訳ではない。ビッグデータによる蓋然性

によって答を出しているのであり、あくまで相関

関係と言える。

　読書をすれば、賢くなるとは限らず、勉強すれ

ば、秀才になる訳でもない。いわゆる一流有名校の

入試に合格したからといって、一流の人間になれ

る訳でもない。国会議員に当選したからといって、

品格が備わる訳では決してない。そこには、何の

因果関係も無いのである。さらに怖いのは、疑似科

学である。「引き寄せの法則」なども、科学的な因果

関係ではない。〈法則〉という言葉は、科学に使われ

る言葉である。念じれば、祈れば、実現するなら、ス

トーカー殺人も起こるはずもない。巧みに科学を

装い、因果関係があるかのごとく他人に信じこま

せ、詐欺まがいの金儲けを企む人間は絶えない。

「信ずる者は救われる」と揶揄されようと、自分一

人に留まっていれば、それは個人の自由の範囲で

あろう。何を信じようと、まさにその人の問題でし

かない。宗教信者が、団体バス旅行で事故に遭遇し

『信仰があるから、死なずに重傷で済んだ』と言お

うと思おうと個人の自由である。ただ信仰と事故

とに何の因果関係も無い。潜行していた霊感商法

が、また浮上してきたが、似非科学、似非宗教の種

は尽きない。

　たとえどんな災害、事故、事件、疾病で死のうと、

その原因は、生まれてきたからである。そう、生き

ているからこそ、例外なく死ぬのである。まさに因

果関係そのものである。それではなぜ生まれてき

たのか、その原因は何なのか？ (『生命の起源』、さ

らには『宇宙の起源』まで、追究しなければならな

いのか？人類が生存している限り、探究心は尽き

ない )。

　生きていることに感謝しつつ、「因果」と「相関」

を混交しないよう心がけたいものである。

〈了〉

書名　『自粛バカ』―リスクゼロ症候群に罹った日

本人の処方箋―
著　者　池田清彦

出版社　( 株 ) 宝島社 ( 宝島社新書 )

発行年　2020 年

概　要　第三章「禁煙ファシズム」を始め、この国

を支配する「空気」の正体の例として、自粛警察・

コンプライアンス・新型コロナ・不倫バッシング・

ネットいじめ・クレーマーなどを取り上げ、日本

人が「空気」を読み、思考停止に陥る危険性を指摘

している。〈紹介者注；先行するイザヤ・ベンダサ

ンこと評論家山本七平の「空気」に関する考察は秀
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逸である〉

書　名　『人類と病』―国際政治から見る感染症と

健康格差―
著　者　詫摩佳代

出版社　中央公論社 ( 中公新書 )

発行年　2020 年

概　要　ペスト、コレラの世界的な大流行を経て、

公衆衛生という発想が生まれた。根絶された感染

症がある一方、エイズやエボラ出血熱、新型コロナ

などの新たな感染症が現れ、国際的な対応が問題

になる。さらには生活習慣病、喫煙と人類社会の規

制、世界的な医薬品へのアクセス格差など「人類と

病」が国際的協力のあり方に左右されてきた詳細

が記述されている。

書　名　『死ぬほど読書』

著　者　丹羽宇一郎

出版社　( 株 ) 幻冬舎 ( 幻冬舎新書 )

発行年　2017 年

概　要　伊藤忠商事 ( 株 ) の元社長・会長の読書

礼賛書。第一章「本に代わるものはない」に書かれ

ていることに尽きると言っても過言ではない。ま

さに『自分は何も知らない』と自覚することが、読

書によって得られる謙虚さ。無駄な読書などなく、

少なくとも執筆者が明確で、ネット上にあるよう

な匿名性はない。最後の『読書は心を自由にする』

は真実である。

書　名　『引き寄せの法則』

著　者　ウィリアム・ウォーカー・アトキンソン

訳　者　関岡考平

出版社　パンローリング ( 株 )

発行年　2013 年

概　要　「ニューソート」というキーワードが出て

くるが、意味は「気持ちを明るく持つことで、運命

が開けるという考え方」で「人生も偶然の結果では

なく、法則が働いている」と著者は言う。また「思考

の波動は実在する」とも言う。しかし、科学的根拠

が示されている訳ではなく、どちらかと言うと宗

教に近い。

書　名　『ニセ科学を見抜くセンス』

著　者　左巻健男

出版社　( 株 ) 新日本出版社

発行年　2015 年

概　要　著者が本書で取り上げているモノは、一

度は耳にしたことがあるだろう。「EM( 菌 )」「マイ

ナスイオン」「水からの伝言」「水素水」など。そして

これらのニセ科学に、騙されないための方法論が

説かれている。

書　名　『14 歳から知っておきたいＡＩ』

著　者　インフォビジョン研究所

出版社　( 株 ) 太田

発行年　2018 年

概　要　ＡＩ( 人工知能 ) の日進月歩を解りやす

く図解などで要領よくまとめられている。またど

この国が研究をリードしているかの現状〈注；出

版時〉も解る。人工知能の歴史と基礎知識が解説さ

れている。

え  せ

やゆ



　日本たばこ産業 ( 株 ) は、パッケージに能動喫

煙者向けに「喫煙は動脈硬化や血栓形成傾向を強

め、あなたが心筋梗塞など虚血性心疾患や脳卒中

になる危険性を高めます」と警告する。受動喫煙に

関しては「たばこの煙は、あなただけでなく周りの

人が肺がん、心筋梗塞など虚血性心疾患、脳卒中に

なる危険性を高めます」と注意喚起している。点火

不要の感熱式たばこにも類似の警告文がある。

もし食品のパッケージに同様の表記があれば、購

入する人はいないであろう。すでにたばこは、テレ

ビなどの広告宣伝は禁じられている。これだけ身

体に有害と思われるにもかかわらず、日本はたば

この栽培、生産、販売を禁じていない。またあらゆ

る医療関係者は、患者に禁煙するよう忠告する。し

かしそれならばこのような危険物を、なぜ麻薬の

ように禁じていないのだろうか。それは決して税

収やたばこ栽培農家の保護のためではない。

　その理由は、ただ一つ、たばこの喫煙と病気の

「因果」関係が証明できないからである。パッケー

ジの警告文には、前述した通り「危険性を高めま

す」とあって「原因となります」とは明記していな

いのである。明記できないのは、喫煙と疾病は、「相

関」関係しか解っていないからである。原因として

立証されているなら、禁じられているはずである。

多くのデータが、危険性を指し示すが、原因と結果

の関係とは断定できないのである。たばこを吸わ

ない人も肺がんを発症する場合もあれば、ヘビー

スモーカーが必ずしも肺がんを発症するとは限ら

ない。他の疾患についても、同じことである。

　しかし、WHO( 世界保健機関 ) の「たばこ規制枠

組み条約」( 日本は 2004 年 5月に批准している )

の中には「たばこの消費及びたばこの煙に晒され

ることが死亡、疾病及び障害を引き起こすことが、

科学的証拠により明白に証明されている」とある。

とはいえ個々の疾病、障害の原因が、すべて喫煙に

あると具体的に証明されているとは考え難い。も

ちろん批准していない国もある。

　言うまでもなく「因果」とは、原因と結果の関係

であり、「相関」とは、一方が変われば他方も変わ

る、というような関係で、二つの物事が関係し合う

ことを言う。

　自動車が雪に埋もれ、マフラーが塞がれれば車

内に排気ガスが充満し、一酸化炭素により死亡す

る。死因は他には考えられず、明かに因果関係があ

る。だからといって、一酸化炭素を含む排気ガス

を排出する車の生産を禁じた国はない。

現在、ガソリンなど化石燃料を使用する自動車を

禁じ、電気や水素を使う自動車に転換しようとし

ているのは、排気ガスに含まれる一酸化炭素では

なく、二酸化炭素が理由である。誰もが知るように

なった地球温暖化現象は、大気中の二酸化炭素が

温室効果を助長し、地球規模の異常気象を引き起

こし、人類の生存が危うくなるという予測による

ものである。果して、世界各地に兆し始めた気候変

動について、自動車の排気ガスが原因の一部とな

る、と具体的に証明されているのであろうか。

ICPP( 気象変動に関する政府間パネル ) は、取り

返しのつかない気候変動が起こると警鐘を鳴らし

続けている。

　「因果」と「相関」を峻別しないと誤った判断を下

しかねない。また逆にそのことを利用して世論を

操作しようとする者も出てくる。因果関係が証明

できないから、相関関係をあたかも因果関係のよ

うに扱い、他者の考えを操作しようとする。

　社会に事件、事故が起きれば、必ず関係者は『原

因を究明し、再発防止に努める』と言う。つまり結

果からさかのぼって、原因が判明すれば問題は解

決すると信じているのである。しかし、結果として

現れる事象は、単純に見えても、原因となる要素は

多岐に渡り、同じような事件、事故が繰り返され

る。特にヒューマンエラー ( 人為的誤り ) の再発

防止は不可能である。

　ちなみにコンピューターは、因果関係で答を出

している訳ではない。ビッグデータによる蓋然性

によって答を出しているのであり、あくまで相関

関係と言える。

　読書をすれば、賢くなるとは限らず、勉強すれ

ば、秀才になる訳でもない。いわゆる一流有名校の

入試に合格したからといって、一流の人間になれ

る訳でもない。国会議員に当選したからといって、

品格が備わる訳では決してない。そこには、何の

因果関係も無いのである。さらに怖いのは、疑似科

学である。「引き寄せの法則」なども、科学的な因果

関係ではない。〈法則〉という言葉は、科学に使われ

る言葉である。念じれば、祈れば、実現するなら、ス

トーカー殺人も起こるはずもない。巧みに科学を

装い、因果関係があるかのごとく他人に信じこま

せ、詐欺まがいの金儲けを企む人間は絶えない。

「信ずる者は救われる」と揶揄されようと、自分一

人に留まっていれば、それは個人の自由の範囲で

あろう。何を信じようと、まさにその人の問題でし

かない。宗教信者が、団体バス旅行で事故に遭遇し

『信仰があるから、死なずに重傷で済んだ』と言お

うと思おうと個人の自由である。ただ信仰と事故

とに何の因果関係も無い。潜行していた霊感商法

が、また浮上してきたが、似非科学、似非宗教の種

は尽きない。

　たとえどんな災害、事故、事件、疾病で死のうと、

その原因は、生まれてきたからである。そう、生き

ているからこそ、例外なく死ぬのである。まさに因

果関係そのものである。それではなぜ生まれてき

たのか、その原因は何なのか？ (『生命の起源』、さ

らには『宇宙の起源』まで、追究しなければならな

いのか？人類が生存している限り、探究心は尽き

ない )。

　生きていることに感謝しつつ、「因果」と「相関」

を混交しないよう心がけたいものである。

〈了〉

書名　『自粛バカ』―リスクゼロ症候群に罹った日

本人の処方箋―
著　者　池田清彦

出版社　( 株 ) 宝島社 ( 宝島社新書 )

発行年　2020 年

概　要　第三章「禁煙ファシズム」を始め、この国

を支配する「空気」の正体の例として、自粛警察・

コンプライアンス・新型コロナ・不倫バッシング・

ネットいじめ・クレーマーなどを取り上げ、日本

人が「空気」を読み、思考停止に陥る危険性を指摘

している。〈紹介者注；先行するイザヤ・ベンダサ

ンこと評論家山本七平の「空気」に関する考察は秀
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逸である〉

書　名　『人類と病』―国際政治から見る感染症と

健康格差―
著　者　詫摩佳代

出版社　中央公論社 ( 中公新書 )

発行年　2020 年

概　要　ペスト、コレラの世界的な大流行を経て、

公衆衛生という発想が生まれた。根絶された感染

症がある一方、エイズやエボラ出血熱、新型コロナ

などの新たな感染症が現れ、国際的な対応が問題

になる。さらには生活習慣病、喫煙と人類社会の規

制、世界的な医薬品へのアクセス格差など「人類と

病」が国際的協力のあり方に左右されてきた詳細

が記述されている。

書　名　『死ぬほど読書』

著　者　丹羽宇一郎

出版社　( 株 ) 幻冬舎 ( 幻冬舎新書 )

発行年　2017 年

概　要　伊藤忠商事 ( 株 ) の元社長・会長の読書

礼賛書。第一章「本に代わるものはない」に書かれ

ていることに尽きると言っても過言ではない。ま

さに『自分は何も知らない』と自覚することが、読

書によって得られる謙虚さ。無駄な読書などなく、

少なくとも執筆者が明確で、ネット上にあるよう

な匿名性はない。最後の『読書は心を自由にする』

は真実である。

書　名　『引き寄せの法則』

著　者　ウィリアム・ウォーカー・アトキンソン

訳　者　関岡考平

出版社　パンローリング ( 株 )

発行年　2013 年

概　要　「ニューソート」というキーワードが出て

くるが、意味は「気持ちを明るく持つことで、運命

が開けるという考え方」で「人生も偶然の結果では

なく、法則が働いている」と著者は言う。また「思考

の波動は実在する」とも言う。しかし、科学的根拠

が示されている訳ではなく、どちらかと言うと宗

教に近い。

書　名　『ニセ科学を見抜くセンス』

著　者　左巻健男

出版社　( 株 ) 新日本出版社

発行年　2015 年

概　要　著者が本書で取り上げているモノは、一

度は耳にしたことがあるだろう。「EM( 菌 )」「マイ

ナスイオン」「水からの伝言」「水素水」など。そして

これらのニセ科学に、騙されないための方法論が

説かれている。

書　名　『14歳から知っておきたいＡＩ』

著　者　インフォビジョン研究所

出版社　( 株 ) 太田

発行年　2018 年

概　要　ＡＩ( 人工知能 ) の日進月歩を解りやす

く図解などで要領よくまとめられている。またど

この国が研究をリードしているかの現状〈注；出

版時〉も解る。人工知能の歴史と基礎知識が解説さ

れている。

3
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北海道大学、東北大学、名古屋大学、九州
大学、一橋大学、東京工業大学、筑波大学
千葉大学、横浜国立大学、早稲田大学、
慶應義塾大学、上智大学等、卒業生の90％
が現役で4年制大学に進学します。

5 水 3 20
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　日本たばこ産業 ( 株 ) は、パッケージに能動喫

煙者向けに「喫煙は動脈硬化や血栓形成傾向を強

め、あなたが心筋梗塞など虚血性心疾患や脳卒中

になる危険性を高めます」と警告する。受動喫煙に

関しては「たばこの煙は、あなただけでなく周りの

人が肺がん、心筋梗塞など虚血性心疾患、脳卒中に

なる危険性を高めます」と注意喚起している。点火

不要の感熱式たばこにも類似の警告文がある。

もし食品のパッケージに同様の表記があれば、購

入する人はいないであろう。すでにたばこは、テレ

ビなどの広告宣伝は禁じられている。これだけ身

体に有害と思われるにもかかわらず、日本はたば

この栽培、生産、販売を禁じていない。またあらゆ

る医療関係者は、患者に禁煙するよう忠告する。し

かしそれならばこのような危険物を、なぜ麻薬の

ように禁じていないのだろうか。それは決して税

収やたばこ栽培農家の保護のためではない。

　その理由は、ただ一つ、たばこの喫煙と病気の

「因果」関係が証明できないからである。パッケー

ジの警告文には、前述した通り「危険性を高めま

す」とあって「原因となります」とは明記していな

いのである。明記できないのは、喫煙と疾病は、「相

関」関係しか解っていないからである。原因として

立証されているなら、禁じられているはずである。

多くのデータが、危険性を指し示すが、原因と結果

の関係とは断定できないのである。たばこを吸わ

ない人も肺がんを発症する場合もあれば、ヘビー

スモーカーが必ずしも肺がんを発症するとは限ら

ない。他の疾患についても、同じことである。

　しかし、WHO( 世界保健機関 ) の「たばこ規制枠

組み条約」( 日本は 2004 年 5月に批准している )

の中には「たばこの消費及びたばこの煙に晒され

ることが死亡、疾病及び障害を引き起こすことが、

科学的証拠により明白に証明されている」とある。

とはいえ個々の疾病、障害の原因が、すべて喫煙に

あると具体的に証明されているとは考え難い。も

ちろん批准していない国もある。

　言うまでもなく「因果」とは、原因と結果の関係

であり、「相関」とは、一方が変われば他方も変わ

る、というような関係で、二つの物事が関係し合う

ことを言う。

　自動車が雪に埋もれ、マフラーが塞がれれば車

内に排気ガスが充満し、一酸化炭素により死亡す

る。死因は他には考えられず、明かに因果関係があ

る。だからといって、一酸化炭素を含む排気ガス

を排出する車の生産を禁じた国はない。

現在、ガソリンなど化石燃料を使用する自動車を

禁じ、電気や水素を使う自動車に転換しようとし

ているのは、排気ガスに含まれる一酸化炭素では

なく、二酸化炭素が理由である。誰もが知るように

なった地球温暖化現象は、大気中の二酸化炭素が

温室効果を助長し、地球規模の異常気象を引き起

こし、人類の生存が危うくなるという予測による

ものである。果して、世界各地に兆し始めた気候変

動について、自動車の排気ガスが原因の一部とな

る、と具体的に証明されているのであろうか。

ICPP( 気象変動に関する政府間パネル ) は、取り

返しのつかない気候変動が起こると警鐘を鳴らし

続けている。

　「因果」と「相関」を峻別しないと誤った判断を下

しかねない。また逆にそのことを利用して世論を

操作しようとする者も出てくる。因果関係が証明

できないから、相関関係をあたかも因果関係のよ

うに扱い、他者の考えを操作しようとする。

　社会に事件、事故が起きれば、必ず関係者は『原

因を究明し、再発防止に努める』と言う。つまり結

果からさかのぼって、原因が判明すれば問題は解

決すると信じているのである。しかし、結果として

現れる事象は、単純に見えても、原因となる要素は

多岐に渡り、同じような事件、事故が繰り返され

る。特にヒューマンエラー ( 人為的誤り ) の再発

防止は不可能である。

　ちなみにコンピューターは、因果関係で答を出

している訳ではない。ビッグデータによる蓋然性

によって答を出しているのであり、あくまで相関

関係と言える。

　読書をすれば、賢くなるとは限らず、勉強すれ

ば、秀才になる訳でもない。いわゆる一流有名校の

入試に合格したからといって、一流の人間になれ

る訳でもない。国会議員に当選したからといって、

品格が備わる訳では決してない。そこには、何の

因果関係も無いのである。さらに怖いのは、疑似科

学である。「引き寄せの法則」なども、科学的な因果

関係ではない。〈法則〉という言葉は、科学に使われ

る言葉である。念じれば、祈れば、実現するなら、ス

トーカー殺人も起こるはずもない。巧みに科学を

装い、因果関係があるかのごとく他人に信じこま

せ、詐欺まがいの金儲けを企む人間は絶えない。

「信ずる者は救われる」と揶揄されようと、自分一

人に留まっていれば、それは個人の自由の範囲で

あろう。何を信じようと、まさにその人の問題でし

かない。宗教信者が、団体バス旅行で事故に遭遇し

『信仰があるから、死なずに重傷で済んだ』と言お

うと思おうと個人の自由である。ただ信仰と事故

とに何の因果関係も無い。潜行していた霊感商法

が、また浮上してきたが、似非科学、似非宗教の種

は尽きない。

　たとえどんな災害、事故、事件、疾病で死のうと、

その原因は、生まれてきたからである。そう、生き

ているからこそ、例外なく死ぬのである。まさに因

果関係そのものである。それではなぜ生まれてき

たのか、その原因は何なのか？ (『生命の起源』、さ

らには『宇宙の起源』まで、追究しなければならな

いのか？人類が生存している限り、探究心は尽き

ない )。

　生きていることに感謝しつつ、「因果」と「相関」

を混交しないよう心がけたいものである。

〈了〉

書名　『自粛バカ』―リスクゼロ症候群に罹った日

本人の処方箋―
著　者　池田清彦

出版社　( 株 ) 宝島社 ( 宝島社新書 )

発行年　2020 年

概　要　第三章「禁煙ファシズム」を始め、この国

を支配する「空気」の正体の例として、自粛警察・

コンプライアンス・新型コロナ・不倫バッシング・

ネットいじめ・クレーマーなどを取り上げ、日本

人が「空気」を読み、思考停止に陥る危険性を指摘

している。〈紹介者注；先行するイザヤ・ベンダサ

ンこと評論家山本七平の「空気」に関する考察は秀

逸である〉

書　名　『人類と病』―国際政治から見る感染症と

健康格差―
著　者　詫摩佳代

出版社　中央公論社 ( 中公新書 )

発行年　2020 年

概　要　ペスト、コレラの世界的な大流行を経て、

公衆衛生という発想が生まれた。根絶された感染

症がある一方、エイズやエボラ出血熱、新型コロナ

などの新たな感染症が現れ、国際的な対応が問題

になる。さらには生活習慣病、喫煙と人類社会の規

制、世界的な医薬品へのアクセス格差など「人類と

病」が国際的協力のあり方に左右されてきた詳細

が記述されている。

書　名　『死ぬほど読書』

著　者　丹羽宇一郎

出版社　( 株 ) 幻冬舎 ( 幻冬舎新書 )

発行年　2017 年

概　要　伊藤忠商事 ( 株 ) の元社長・会長の読書

礼賛書。第一章「本に代わるものはない」に書かれ

ていることに尽きると言っても過言ではない。ま

さに『自分は何も知らない』と自覚することが、読

書によって得られる謙虚さ。無駄な読書などなく、

少なくとも執筆者が明確で、ネット上にあるよう

な匿名性はない。最後の『読書は心を自由にする』

は真実である。

書　名　『引き寄せの法則』

著　者　ウィリアム・ウォーカー・アトキンソン

訳　者　関岡考平

出版社　パンローリング ( 株 )

発行年　2013 年

概　要　「ニューソート」というキーワードが出て

くるが、意味は「気持ちを明るく持つことで、運命

が開けるという考え方」で「人生も偶然の結果では

なく、法則が働いている」と著者は言う。また「思考

1943年東京生まれ、現在、名古屋在住。

1963年大学中退、元人財共育コンサルタント。

プロフィール
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の波動は実在する」とも言う。しかし、科学的根拠

が示されている訳ではなく、どちらかと言うと宗

教に近い。

書　名　『ニセ科学を見抜くセンス』

著　者　左巻健男

出版社　( 株 ) 新日本出版社

発行年　2015 年

概　要　著者が本書で取り上げているモノは、一

度は耳にしたことがあるだろう。「EM( 菌 )」「マイ

ナスイオン」「水からの伝言」「水素水」など。そして

これらのニセ科学に、騙されないための方法論が

説かれている。

書　名　『14歳から知っておきたいＡＩ』

著　者　インフォビジョン研究所

出版社　( 株 ) 太田

発行年　2018 年

概　要　ＡＩ( 人工知能 ) の日進月歩を解りやす

く図解などで要領よくまとめられている。またど

この国が研究をリードしているかの現状〈注；出

版時〉も解る。人工知能の歴史と基礎知識が解説さ

れている。
さまき



S c e n e 4   子 供 の 安 全 第 一 ！！

高校の１時間目はまだ暗い☆

　子供達の学区では高校、中学校、小学校の順番で

登校、下校します。スクールバスを小・中・高で共

有する為、この様なスケジュールになります。

　小学校の授業時間は 8:55 から 16:00、中学校は

8:10 から 15:00 でした。

　冬の日の出時刻は 8:00 頃なので、高校生の登

校時間にはまだ星が瞬いています。

　バスのルートが毎年変わったり、ドライバー不

足の為新人さんだったりするので、新学期には大

混乱ですが、時間になっても来ない時には皆、慣

れっこ。親の車送迎となり、学校周辺は送迎の車で

溢れます。帰りのバスも同様で、携帯所持が認めら

れている中学生からは、今バス迷子中だよ！と情

報が送られてきます。　　　　

　14 歳から免許を取得できるので、自分で運転し

て高校に通う子もいます。（14 歳から免許取得で

きるのですが、1 人で運転して良いのは 16 歳か

らです。）簡単に免許が取れてしまうので危険！高

校の通学時間前後は高校の近くに行かないほうが

いいよ！とアドバイスをもらいました。

子供をドライブスルー

　学校への通学の仕方（小学校）は①徒歩②車③ス

クールバスですが、どの行き方にも保護者の付き

添いが必要です。

　徒歩は学校まで保護者が付いていかなければな

らず、建物の中に入るまで見守ります。

　車の場合は 2 パターン。駐車場に停めて建物の

入り口まで付き添う場合と、ドロップオフと呼ば

れる送り方です。

　ドロップオフ方法とは、ドライブスルーのよう

に決められたドアの前で子供だけ降ろし、建物の

前にいる先生に見守っていただくというもの。保

護者は車から降りなくてすむので、ノーメイクで

もコートの下がパジャマのままでも大丈夫で

す！！

　スクールバスは集合場所で保護者と一緒に待ち

ます。マイナス 10 度以下になる日も多い冬には、

どんなに集合場所まで近くても車で行き、車の中

でバスを待つ人が多いです。

安全にお帰りなさい

　朝より厳重に子供の引き渡しが行われます。バ

ス以外の子供達は別途登録が必要です。登録後、子

供には小さな番号札（バックパックにつけてお

く）、保護者には同じ番号が書かれた A4 サイズの

ラミネートされた紙が配られます。

　お迎え時、保護者がその番号紙を提示すると先

生がその番号の子の名前を呼び、子供が建物から

出てきます。

　ドライブスルー方式に登録してある子は、車か

ら番号の紙を見せる事になっているので、保護者

が一歩も車から降りる事なくお迎えができます。

これはとても便利なのですが、うっかり遅くなり

列の最後になるとかなり時間がかかります。

　お迎えカードを忘れると、親でも事務所に行き、

サインをしないと引き渡してくれません。登録者

が急用で行けなくなった場合にも学校に連絡し、

お迎えに来た人は身分証の提示とサインが必要で

す。

日本人は世界一親切？

　迷子の子供にどう接するか？を世界各地でモニ

タリングする実験テレビ番組を見た事がありま

す。日本人は一緒に親を探してあげたり、話しかけ

てあげる人がダントツで多く、親切ナンバーワ

ン！！で締めくくられていました。当時、私もその

結果に同感だったのですが、今思えば、海外におい

て親が近くにいない事はありえない状況（絶対に

近くにいて状況を把握している）なので、反応がな

かった。のではないか？と思っています。とはい

え、やはり日本人は親切です。

　インド人の友人が出張時、日本のスーパーで牛

乳の場所を聞いたら、売り場まで連れて行ってく

れただけでなく、豆乳と間違えない様に見ていて

くれた。と聞きました。

世界の国々を知ろう！

　今、世界ではウクライナ・ロシアの戦争、様々な

国での紛争が起こっています。そんな現状の中、子

供達はどんな気持ちで日々を過ごしているのだろ

うと想像すると胸が苦しくなります。

　私達が暮らしていた地域には 80 か国以上の

人々が住んでいて、学校の ESL クラスにも様々な

国の子が在籍していました。

　シリアの内戦から逃れてきた子もいます。他の

生徒達に自分の国を紹介する機会として ESL の

先生が、毎年企画してくださったのが、World 

Food Festival です。

　ESLに在籍する子の親が自国の紹介パネルを作

り、当日には子供達も含め、民族衣装を着て自国の

代表的な料理を紹介します。

　日本ブースでは折り紙、習字、名前を漢字に変換

してあげるコーナーを設け、日本の「お弁当」と「お

雛様」を展示しました。

人気 NO1は唐揚げ

　アメリカでは日本食というとお寿司やラーメン

が有名で人気（住んでいたエリアに最近オープン

した回転すしは毎日 5 時間の待ち時間との事）で

すが、学校では日本人の持ってくるお弁当に親も

子も興味津々。展示用のお弁当には、唐揚げ、ハー

ト形の卵焼き、枝豆、たこさんウィンナー、プチト

マトを入れました。

　「Beautiful!! 一体何時に起きているの？」

　「毎日違う中身なんでしょ！？」

　と必ず聞かれます。

　試食では子供に唐揚げが大人気。レシピを聞か

れることが多いのでプリントも配りました。

　このイベントでは、どの国も戦争などには触れ

ません。子供達が他の国々について理解し合う事

娘たちとの生活　in  America

織井　菜穂
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を目的としています。

8 月に思う事

　日本では夏に向けて、戦争についての番組が多

くなります。そして、戦争は悲しいこと。二度と繰

り返してはいけない事。と子供達も覚えていくの

だと思います。

　2016 年、オバマ大統領が広島を訪問しました。

現役の大統領が被爆地広島に訪問する事は、アメ

リカでも大きなニュースになりました。しかし、ク

ラスメイト達はオバマ大統領が日本に行っている

事は知っているものの、「広島」という地名は知ら

なかったようです。そして、日本人以外のアメリカ

にいる子供達にとっては、アフガニスタンの紛争

やイラク戦争は知っていても、日本との戦争を

知っている子は少なく、

　「何の戦争？？どっちが勝ったの？？」

　となってしまいます。

　その話を聞いてこんな事を思い出しました。

　私が高校 1 年時、オーストラリアに留学してい

た時の 8 月 15 日。「戦争勝利集会」が校庭で行わ

れたのです。日本人にとって 8 月 15 日は追悼の

日。一方、勝利国であるオーストラリアでは勝利

パーティーが行われていることに驚き、大変

ショックを受けました。

　私はそれまで、勝利国でも犠牲になった人々に

祈りを捧げていると思っていたのです。嬉しそう

に声をあげるクラスメイト、楽しそうに踊る先生

方を何とも言えない感情でただただ、見つめる事

しか出来ませんでした。

　

　今年も 8 月 15 日を迎えました。

平和式典への参加国増加により、平和教育が世界

で行われていく事、そして原子爆弾が使われる事

の無い様に強く願います。



高校の１時間目はまだ暗い☆

　子供達の学区では高校、中学校、小学校の順番で

登校、下校します。スクールバスを小・中・高で共

有する為、この様なスケジュールになります。

　小学校の授業時間は 8:55 から 16:00、中学校は

8:10 から 15:00 でした。

　冬の日の出時刻は 8:00 頃なので、高校生の登

校時間にはまだ星が瞬いています。

　バスのルートが毎年変わったり、ドライバー不

足の為新人さんだったりするので、新学期には大

混乱ですが、時間になっても来ない時には皆、慣

れっこ。親の車送迎となり、学校周辺は送迎の車で

溢れます。帰りのバスも同様で、携帯所持が認めら

れている中学生からは、今バス迷子中だよ！と情

報が送られてきます。　　　　

　14 歳から免許を取得できるので、自分で運転し

て高校に通う子もいます。（14 歳から免許取得で

きるのですが、1 人で運転して良いのは 16 歳か

らです。）簡単に免許が取れてしまうので危険！高

校の通学時間前後は高校の近くに行かないほうが

いいよ！とアドバイスをもらいました。

子供をドライブスルー

　学校への通学の仕方（小学校）は①徒歩②車③ス

クールバスですが、どの行き方にも保護者の付き

添いが必要です。

　徒歩は学校まで保護者が付いていかなければな

らず、建物の中に入るまで見守ります。

　車の場合は 2 パターン。駐車場に停めて建物の

入り口まで付き添う場合と、ドロップオフと呼ば

れる送り方です。

　ドロップオフ方法とは、ドライブスルーのよう

に決められたドアの前で子供だけ降ろし、建物の

前にいる先生に見守っていただくというもの。保

護者は車から降りなくてすむので、ノーメイクで

もコートの下がパジャマのままでも大丈夫で

す！！

　スクールバスは集合場所で保護者と一緒に待ち

ます。マイナス 10 度以下になる日も多い冬には、

どんなに集合場所まで近くても車で行き、車の中

でバスを待つ人が多いです。

安全にお帰りなさい

　朝より厳重に子供の引き渡しが行われます。バ

ス以外の子供達は別途登録が必要です。登録後、子

供には小さな番号札（バックパックにつけてお

く）、保護者には同じ番号が書かれた A4 サイズの

ラミネートされた紙が配られます。

　お迎え時、保護者がその番号紙を提示すると先

生がその番号の子の名前を呼び、子供が建物から

出てきます。

　ドライブスルー方式に登録してある子は、車か

ら番号の紙を見せる事になっているので、保護者

が一歩も車から降りる事なくお迎えができます。

これはとても便利なのですが、うっかり遅くなり

列の最後になるとかなり時間がかかります。

　お迎えカードを忘れると、親でも事務所に行き、

サインをしないと引き渡してくれません。登録者

が急用で行けなくなった場合にも学校に連絡し、

お迎えに来た人は身分証の提示とサインが必要で

す。

日本人は世界一親切？

　迷子の子供にどう接するか？を世界各地でモニ

タリングする実験テレビ番組を見た事がありま

す。日本人は一緒に親を探してあげたり、話しかけ

てあげる人がダントツで多く、親切ナンバーワ

ン！！で締めくくられていました。当時、私もその

結果に同感だったのですが、今思えば、海外におい

て親が近くにいない事はありえない状況（絶対に

近くにいて状況を把握している）なので、反応がな

かった。のではないか？と思っています。とはい

え、やはり日本人は親切です。

　インド人の友人が出張時、日本のスーパーで牛

乳の場所を聞いたら、売り場まで連れて行ってく

れただけでなく、豆乳と間違えない様に見ていて

くれた。と聞きました。

世界の国々を知ろう！

　今、世界ではウクライナ・ロシアの戦争、様々な

国での紛争が起こっています。そんな現状の中、子

供達はどんな気持ちで日々を過ごしているのだろ

うと想像すると胸が苦しくなります。

　私達が暮らしていた地域には 80 か国以上の

人々が住んでいて、学校の ESL クラスにも様々な

国の子が在籍していました。

　シリアの内戦から逃れてきた子もいます。他の

生徒達に自分の国を紹介する機会として ESL の

先生が、毎年企画してくださったのが、World 

Food Festival です。

　ESLに在籍する子の親が自国の紹介パネルを作

り、当日には子供達も含め、民族衣装を着て自国の

代表的な料理を紹介します。

　日本ブースでは折り紙、習字、名前を漢字に変換

してあげるコーナーを設け、日本の「お弁当」と「お

雛様」を展示しました。

人気 NO1は唐揚げ

　アメリカでは日本食というとお寿司やラーメン

が有名で人気（住んでいたエリアに最近オープン

した回転すしは毎日 5 時間の待ち時間との事）で

すが、学校では日本人の持ってくるお弁当に親も

子も興味津々。展示用のお弁当には、唐揚げ、ハー

ト形の卵焼き、枝豆、たこさんウィンナー、プチト

マトを入れました。

　「Beautiful!! 一体何時に起きているの？」

　「毎日違う中身なんでしょ！？」

　と必ず聞かれます。

　試食では子供に唐揚げが大人気。レシピを聞か

れることが多いのでプリントも配りました。

　このイベントでは、どの国も戦争などには触れ

ません。子供達が他の国々について理解し合う事
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を目的としています。

8 月に思う事

　日本では夏に向けて、戦争についての番組が多

くなります。そして、戦争は悲しいこと。二度と繰

り返してはいけない事。と子供達も覚えていくの

だと思います。

　2016 年、オバマ大統領が広島を訪問しました。

現役の大統領が被爆地広島に訪問する事は、アメ

リカでも大きなニュースになりました。しかし、ク

ラスメイト達はオバマ大統領が日本に行っている

事は知っているものの、「広島」という地名は知ら

なかったようです。そして、日本人以外のアメリカ

にいる子供達にとっては、アフガニスタンの紛争

やイラク戦争は知っていても、日本との戦争を

知っている子は少なく、

　「何の戦争？？どっちが勝ったの？？」

　となってしまいます。

　その話を聞いてこんな事を思い出しました。

　私が高校 1 年時、オーストラリアに留学してい

た時の 8 月 15 日。「戦争勝利集会」が校庭で行わ

れたのです。日本人にとって 8 月 15 日は追悼の

日。一方、勝利国であるオーストラリアでは勝利

パーティーが行われていることに驚き、大変

ショックを受けました。

　私はそれまで、勝利国でも犠牲になった人々に

祈りを捧げていると思っていたのです。嬉しそう

に声をあげるクラスメイト、楽しそうに踊る先生

方を何とも言えない感情でただただ、見つめる事

しか出来ませんでした。

　

　今年も 8 月 15 日を迎えました。

平和式典への参加国増加により、平和教育が世界

で行われていく事、そして原子爆弾が使われる事

の無い様に強く願います。



高校の１時間目はまだ暗い☆

　子供達の学区では高校、中学校、小学校の順番で

登校、下校します。スクールバスを小・中・高で共

有する為、この様なスケジュールになります。

　小学校の授業時間は 8:55 から 16:00、中学校は

8:10 から 15:00 でした。

　冬の日の出時刻は 8:00 頃なので、高校生の登

校時間にはまだ星が瞬いています。

　バスのルートが毎年変わったり、ドライバー不

足の為新人さんだったりするので、新学期には大

混乱ですが、時間になっても来ない時には皆、慣

れっこ。親の車送迎となり、学校周辺は送迎の車で

溢れます。帰りのバスも同様で、携帯所持が認めら

れている中学生からは、今バス迷子中だよ！と情

報が送られてきます。　　　　

　14 歳から免許を取得できるので、自分で運転し

て高校に通う子もいます。（14 歳から免許取得で

きるのですが、1 人で運転して良いのは 16 歳か

らです。）簡単に免許が取れてしまうので危険！高

校の通学時間前後は高校の近くに行かないほうが

いいよ！とアドバイスをもらいました。

子供をドライブスルー

　学校への通学の仕方（小学校）は①徒歩②車③ス

クールバスですが、どの行き方にも保護者の付き

添いが必要です。

　徒歩は学校まで保護者が付いていかなければな

らず、建物の中に入るまで見守ります。

　車の場合は 2 パターン。駐車場に停めて建物の

入り口まで付き添う場合と、ドロップオフと呼ば

れる送り方です。

　ドロップオフ方法とは、ドライブスルーのよう

に決められたドアの前で子供だけ降ろし、建物の

前にいる先生に見守っていただくというもの。保

護者は車から降りなくてすむので、ノーメイクで

もコートの下がパジャマのままでも大丈夫で

す！！

　スクールバスは集合場所で保護者と一緒に待ち

ます。マイナス 10 度以下になる日も多い冬には、

どんなに集合場所まで近くても車で行き、車の中

でバスを待つ人が多いです。

安全にお帰りなさい

　朝より厳重に子供の引き渡しが行われます。バ

ス以外の子供達は別途登録が必要です。登録後、子

供には小さな番号札（バックパックにつけてお

く）、保護者には同じ番号が書かれた A4 サイズの

ラミネートされた紙が配られます。

　お迎え時、保護者がその番号紙を提示すると先

生がその番号の子の名前を呼び、子供が建物から

出てきます。

　ドライブスルー方式に登録してある子は、車か

ら番号の紙を見せる事になっているので、保護者

が一歩も車から降りる事なくお迎えができます。

これはとても便利なのですが、うっかり遅くなり

列の最後になるとかなり時間がかかります。

　お迎えカードを忘れると、親でも事務所に行き、

サインをしないと引き渡してくれません。登録者

が急用で行けなくなった場合にも学校に連絡し、

お迎えに来た人は身分証の提示とサインが必要で

す。

日本人は世界一親切？

　迷子の子供にどう接するか？を世界各地でモニ

タリングする実験テレビ番組を見た事がありま

す。日本人は一緒に親を探してあげたり、話しかけ

てあげる人がダントツで多く、親切ナンバーワ

ン！！で締めくくられていました。当時、私もその

結果に同感だったのですが、今思えば、海外におい

て親が近くにいない事はありえない状況（絶対に

近くにいて状況を把握している）なので、反応がな

かった。のではないか？と思っています。とはい

え、やはり日本人は親切です。

　インド人の友人が出張時、日本のスーパーで牛

乳の場所を聞いたら、売り場まで連れて行ってく

れただけでなく、豆乳と間違えない様に見ていて

くれた。と聞きました。

世界の国々を知ろう！

　今、世界ではウクライナ・ロシアの戦争、様々な

国での紛争が起こっています。そんな現状の中、子

供達はどんな気持ちで日々を過ごしているのだろ

うと想像すると胸が苦しくなります。

　私達が暮らしていた地域には 80 か国以上の

人々が住んでいて、学校の ESL クラスにも様々な

国の子が在籍していました。

　シリアの内戦から逃れてきた子もいます。他の

生徒達に自分の国を紹介する機会として ESL の

先生が、毎年企画してくださったのが、World 

Food Festival です。

　ESLに在籍する子の親が自国の紹介パネルを作

り、当日には子供達も含め、民族衣装を着て自国の

代表的な料理を紹介します。

　日本ブースでは折り紙、習字、名前を漢字に変換

してあげるコーナーを設け、日本の「お弁当」と「お

雛様」を展示しました。

人気 NO1は唐揚げ

　アメリカでは日本食というとお寿司やラーメン

が有名で人気（住んでいたエリアに最近オープン

した回転すしは毎日 5 時間の待ち時間との事）で

すが、学校では日本人の持ってくるお弁当に親も

子も興味津々。展示用のお弁当には、唐揚げ、ハー

ト形の卵焼き、枝豆、たこさんウィンナー、プチト

マトを入れました。

　「Beautiful!! 一体何時に起きているの？」

　「毎日違う中身なんでしょ！？」

　と必ず聞かれます。

　試食では子供に唐揚げが大人気。レシピを聞か

れることが多いのでプリントも配りました。

　このイベントでは、どの国も戦争などには触れ

ません。子供達が他の国々について理解し合う事
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を目的としています。

8 月に思う事

　日本では夏に向けて、戦争についての番組が多

くなります。そして、戦争は悲しいこと。二度と繰

り返してはいけない事。と子供達も覚えていくの

だと思います。

　2016 年、オバマ大統領が広島を訪問しました。

現役の大統領が被爆地広島に訪問する事は、アメ

リカでも大きなニュースになりました。しかし、ク

ラスメイト達はオバマ大統領が日本に行っている

事は知っているものの、「広島」という地名は知ら

なかったようです。そして、日本人以外のアメリカ

にいる子供達にとっては、アフガニスタンの紛争

やイラク戦争は知っていても、日本との戦争を

知っている子は少なく、

　「何の戦争？？どっちが勝ったの？？」

　となってしまいます。

　その話を聞いてこんな事を思い出しました。

　私が高校 1 年時、オーストラリアに留学してい

た時の 8 月 15 日。「戦争勝利集会」が校庭で行わ

れたのです。日本人にとって 8 月 15 日は追悼の

日。一方、勝利国であるオーストラリアでは勝利

パーティーが行われていることに驚き、大変

ショックを受けました。

　私はそれまで、勝利国でも犠牲になった人々に

祈りを捧げていると思っていたのです。嬉しそう

に声をあげるクラスメイト、楽しそうに踊る先生

方を何とも言えない感情でただただ、見つめる事

しか出来ませんでした。

　

　今年も 8 月 15 日を迎えました。

平和式典への参加国増加により、平和教育が世界

で行われていく事、そして原子爆弾が使われる事

の無い様に強く願います。



●SSK活動の記録

7.21(木)　　  理事会　 　　レイボックホール(大宮)　　　　　 10:00～12:00

9.18(日)　　「2023年度中高入試説明会」

　　　　　　　　　　　　  ソニックシティー　802～806

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:50～16:20
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下記本部事務局にお問い合わせ頂け
れば、早速申込書をお送り致します。
定例会・イベント等もお気軽にお越
し下さい。

【本部事務所】

〒350-0822 川越市山田東町1707-3

英進学院内：坂田　義勝

TEL 049-224-7193

FAX 049-224-3342

【広報事務局】

〒344-0059 春日部市西八木崎3-17-7

戸田　敦子

TEL 048-763-3886 FAX 048-763-3892

E-mail:ats001@mtg.biglobe.ne.jp

埼玉県私塾協同組合事業ご案内
☆通常総会　☆定例会（隔月）：各種研修会等の報告、得意

分野等の実践報告、教育や経営情報等の交換会　☆中高

入試説明会（年1回）　☆全国研修大会（私塾協同組合連合

会）参加　☆組合忘年会　☆私塾フェア　☆機関誌「SSK

REPORT」発刊：組合広報活動　☆組合公式Webサイト

運営　☆メール、FAX等による情報交換　☆「公立・私立」

の合同フェア後援活動　☆協同組合連合会及び友好団体

との情報交換活動　☆受験情報速報　☆協賛企業による

特別価格物品販売　☆顧問税理士による税務相談：豊野

会計事務所
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◆  埼玉県私塾協同組合加盟塾一覧(2022年10月1日現在・順不同)  ◆
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74

84
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97
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111
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117

118

125

128

130

132

133

134

135

136

141

142

143

144

145

英才予備校伸学院

雅学習塾

東大セミナー

小泉塾

学習舎

教育学院

英進学院

ステップ

木下英数教室

新井塾

花田義塾

早野塾

歩学舎

野田塾

彩北進学塾

一橋ケンアイ

エルモカレッジ

エルモゼミナール

ソロモン総合学院

サイエイスクール サイエイ・インターナショナル

吾妻稲門ゼミ

セルモ川越新宿教室

栄和スクール

学研CAIスクール志木幸町校

学修塾  ダンデリオン

名学館ライフガーデン東松山

学習空間埼玉西部エリア

学習塾ひまわり館

修徳スクール

株式会社ブレイン

英進学院　新狭山校

山口　　伯

荒瀬　雅美

網代　   浩

小泉 明

戸田　敦子

岡村　麗子

坂田　義勝

山田　千里

木下　和子

新井　惠詞

佐藤　祐輔

早野　正峰

丹羽 恵美子

野田　純子

蓮　　克彦

川邉　洋一

小川　久美

鈴木　亮介

内藤　潤司

福島　　隆

根本　義明

大久原 秀一

高橋　義幸

本荘　雅一

島　　秀史

坂井　　尊

今井はるか

石川　和男

稲毛　　淳

五十嵐昭宏

越谷市弥十郎727-13

草加市遊馬町286

白岡市実ヶ谷1080-2

熊谷市拾六間713-2

春日部市西八木崎町三丁目17番7号

さいたま市緑区東浦和7-17-5

川越市山田東町1707-3

さいたま市浦和区北浦和5-15-16

さいたま市見沼区御蔵72-12

比企郡嵐山町菅谷249-28

越谷市花田4-18-22

草加市谷塚仲町325-6

ふじみ野市旭1-13-56

鴻巣市生出塚1-13-9

深谷市栄町17-2

深谷市上柴町東5-5-20 アーバンYS106-101

草加市谷塚225

草加市草加3-3-32ミキハイツ１C

狭山市中央1-4-13

さいたま市北区宮原町2-127-1

所沢市北秋津116-17

川越市新宿町5-6-14

さいたま市桜区町谷2-25-14　フラッツ町谷1FC号

志木市幸町3-4-10  JSHIF
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加藤慎也（正智深谷高等学校長）／日野田直彦（中高学園長兼千代田国際中学校校長）・寺下公章（武蔵野大学附属千代田高等学院校長）

浅沼渉（専門学校東京ビジネス外語カレッジ・学習塾ファインズ講師）／布浦万代（ひびき塾長・茨城県学習塾協同組合副理事長）／大

水秀樹（東星学園中学校高等学校  数学科）／由紀草一（元茨城県公立高校教諭）／山﨑えつこ（教育アドバイザー）／国分岳／織井菜穂

坂田義勝（埼玉県私塾協同組合理事長）

■前号の小欄で「（参議院選挙が終わって
も）あまり大きな変化はなさそうです。」と
書いていたのを粛然と顧みております。
校了して一週間後の7月8日にあの事件が
起き、それから報道やネット世界の風景
も一変してしまいました。
■「娘たちとの生活in Amer ica」の楽し
いルポをいつもほほえましく読んでいまし
たが、今回の小学校における子供たちの送
迎の厳密さ、何気なく読み流すことができ
ないものを、今は感じてしまいます。銃社
会で事件が絶えないアメリカ社会の実情・
緊張感が、織井さんの軽妙な文章の背後か
ら生々しく伝わってきました。
　「日本は銃社会ではない」と私たちは
信じ込んでいました。が、ネット検索を
すればホームセンターの買い物で作れて
しまうことを、今回の事件で思い知らさ
れたわけです。
■6月にドキュメンタリー映画『教育と
愛国』を観ました。新「教育基本法」に
「道徳心」や「愛国心」の向上を教育目
標として謳い、例えば「正しい挨拶」と
して先言後礼（先に「おはようございま
す」と言ってから、あとでお辞儀をする）
を強制する現場や、歴史教科書中の「従
軍慰安婦」や「強制連行」といった、日
本にマイナスなイメージの記述を「自主
的に」訂正申請させる政治圧力の実態な
どが、淡々と描かれていました。
　教育への政治介入を「当然のこと」と
高らかに宣言する安倍晋三氏や松井一郎
日本維新の会元代表。軍国主義により引
き起こされた悲劇への反省から保障され
ていた、教育の国家権力からの独立が、
着実に壊されてゆく過程が丹念に紡がれ
ていました。

　「背後にカルト？」と短絡してはいけ
ませんが、今となってはまずそう疑って
みたくなってしまいます。
■「政治介入」を受けずに毎回創発的数
学授業を展開される大水先生。今回は特
に度肝を抜かれました。
　中学2年生が一次関数の直線で描く絵
の見事なこと。ドナルドダックにクマの
プーさん、タヌキなど、それぞれの線に
きちんとｙ＝ａｘ＋ｂの式が示されてい
ます。その根気に唖然とし、その芸術的
センスに感嘆しました。理性と感性の融
合…ではなく、未分にして統合的な育成
の現場が、ここにあります。
■９月に２つの「国葬」も観ました。
　英国エリザベス女王の国葬では、日本
のように葬儀の場に式壇が設けられる、
という形ではなく、ウェストミンスター
寺院に揃った参列者たちの中心に棺(ひつ
ぎ)一つ、厳かに運び込まれる、という始
まりでした。仰々しい装飾はされず、王
室旗（ロイヤルスタンダード）でくるま
れた上に王冠や、宝珠、王笏が置かれ花
が添えられただけの、「質素」といってよ
いような趣です（散りばめられた宝石群
は物凄いらしいですが）。参列者を圧倒
する豪奢な張りぼて式壇はなく、勲章の
陳列も巨大な遺影もプロパガンダ映像も
ありません。大主教の説教、少年合唱、
バグパイプの追悼演奏など、皆で亡き女
王を取り囲んだ弔意に満ちたものです。
死者を礼賛するとか、国威の発揚、故人
にゆかりの団体の権威付けを図る演出の
ない、純粋で心がしーんとなるような一
時間でした。
　安倍元総理の「国葬儀」は、閣議決定
だけで法的根拠の希薄なものの強行とし

て国民の過半数が反対するなかで執り行
われました。
　葬儀委員長が内閣総理大臣、副委員長
は自民党の官房長官。なぜか立法府の衆
参両院議長と司法トップの最高裁判所長
官は副委員長にならず、つまり運営側に
おらず、弔辞を読んだだけ。「国葬」とい
うより実質内閣・自民党の合同葬なので
は？
　ミャンマーの軍事政権からの駐日大使
やロシア大統領特別代表は武道館内に参
列し、「ウイグルの人権問題に取り組んで
くれた」安倍元総理への弔意を示す目的
も持って来日した「世界ウイグル会議」
議長は一般の献花場に並んだそうです。
なんで？理解に苦しみます。
　カナダのトルドー首相はハリケーンに
よる洪水対応のために欠席しましたが、
ちょうど静岡県でも台風の影響による洪
水・断水で助けを求める悲痛な声がＳＮ
Ｓにあふれかえっていたのに、岸田総理
が静岡の「し」の字も言わず、自衛隊も
全くそちらへは出動していないのが不思
議でなりませんでした。
■そろそろ校了、のタイミングで飛び込
んできたアントニオ猪木の訃報。小中学
生のころ、金曜夜８時は全身を火照らせ
ながらテレビ観戦したものです。「世紀の
凡戦」と酷評されたモハメド・アリ戦を
見た時の戦慄は今でもはっきり覚えてい
ます。「命がけの真剣勝負なんだ！」と
子供ごころに打たれたものです。
　「売名行為」と非難轟々だったイラク訪
問による人質解放や北朝鮮プロレス興行
も、「燃える闘魂」流外交として、瞠目し
ていました。次のヒーローは誰でしょう。

（表紙デザイン　沢辺　均）

 （本荘雅一）

『SSK Report』編集部からのお知らせ

『SSK Report』編集部では、読者の皆様からのメールを受け付けます。
　おおむね以下の内容で自由にお寄せ下さい。
　＊『SSK Report』内容に関するご意見・感想・質問・要望・提案など
　＊エッセイ、PRなどの投稿
　＊『SSK Report』編集部からの取材・誌上での紹介をご希望される方や
　　各種団体、機関等。自薦他薦ともに
　　

送信先：honjo@gkdan.com　　
　　　　本荘雅一　まで
　　　　件名に「SSK広報誌編集部行」
皆様からの貴重なドキュメント、お待ち申し上げます。
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